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第一章 療養所ノ位置選定

1.氣 候 的要素

療養所蓮動SanatoriumMovementノ 揺 藍期

ニハ高原、 山地、海岸等 ノ氣候 ガ特殊 ナ治 病的

作 用 ラ有 スル モ ノデ アル ト云 フ意見 ガー般 二行

ハ レテ居 タ。 又米國 二於 テハ 「寒 サ」ガ結核 二封

シテ治病 的敷 果 ガ アル ト通俗 的 二信 ゼラ レテ居

ル。之 ノ・米國 ノ 「サナ トリウム」療 法 ノ偉大 ナ

ル開拓者 デ アル ツルー ドー氏EdwardL・ivings-

tonTrudeauノ 療 養所 ガ氣候 寒冷 ナル サ ラナ

ック・レー クSaranackL,ake_在 ル ガ爲 デ ァ

ル。 同氏 ハ當時不治 ノ病 ト信 ゼ ラ レテ居 タ肺 結

核 二自 ラ罹 ツ タ時、彼 ノ・自分 ノ最後 ノ短 イ鹸 生

テ卒和 ナ噴原 ノ中二過 サ ウ ト決 心 シテ アヂロ ン

グック■・Adirondacksノ 森 林 ト唾原 ノ中 二身 テ

概 ヘ タガ彼 ノ健康 ハ驚 ク可 キ恢復 テナ シタ。彼

ノ・自 ラガ署師 ナルガ爲 二同地方 ノサ ラナヅク・レ

ー クSaranackl・akeノ 邊 リニ ノJ、婁交ノ「コテー

ヂ」cottageラ 建 テ ・肺結核患者 ノ治療 テ始 メ、

之ガ今 日 ノ有 名 ナルツルー ドー療養所Trudeau

Sanatorium二 迄 登達 シタ ノデ アル。

此療養所 二於 テ ツルー ドー氏 ノ勝 レタル指導方

針 ニ ヨツテ治癒 シタル患者 ハ 同所 滞在 中 ノ「寒

サ」ガ深 キ印象 トシテ 残 リ、 「寒 サ」テ 治病 ノ重

大 ナル要素 ト思 惟 ス ルニ至 ツタ ノデァル。

然 シナガ ラ今 日 ノ馨學 的 見地 ヨ リス レバ結核 チ

治癒 セ シメル特殊氣候 ノ・存在 シナ イシ、又 如何

ナル氣候 ノ許 二於 テモ結核 ハ治癒 スルモ ノデァ

ノレo

又以前掲逸二於 テノ・結核患者 テ盛 ンニ瑞西 二迭

ツテ其所謂特殊氣候 ヲ利用 シ、爲 二Deutsche

且eilst翫te,DeutschesKriegskurhausノ ニ 國、

立療養所 テグボ スニ建 テ ・居 ル。然 シ今 日デハ

「結核 患者 ハ治癒後 働 ク可 キ土 地 二於 テ治療 ス

可 ギデ アル」ト云 フ 意 見 ガ次 第 二撞頭 シタ.カ

ク ス レバ再磯 ガ少 イカラデアル。私 ガ伯林 市中

央 保健署 且auptgesundheitsamtテ 訪 ネ テ「伯

林 市 ガ之迄 二投 ジタ 結核豫防費 二就 テ ノ批牛り」

ヲ尋 ネ タ トキ、其答 ノー ツ トシテ,「掲逸 ガ多大

ノ費用 テ犠牲 一 シテ結核 患者 テ瑞西 二途 ツタ事

ノ・結核豫防 費 ノ適 正 ナル使 途 デナカ ツタ.瑞 西

二於 テ恢復 シタ患者 ガ伯林 附近 二於 テ働 ク ト再

畿 スル者 ガ非常 二多 イ、故 二伯林 市 ノ患者 ノ・再

ビ働 ク可 キ伯林 市 ノ近 クニ於 テ治療 ス可 キモ ノ

ァ アル」ト云 ツ タ。

乍併 私 ノ考 ヘ デハ疾病治療 二當 ツテハ凡 テ ノ好

條 件 ノ許 ニナ ス艀ガ最善 デアル。氣候 モ其一 ツ

ノ條 件 二算 フル 可 キモ1デ アル 事 ノ・勿論 デ ア

ノレo

掲逸當局 ガ「結 核ハ働 ク可 キ土 地 二 於 テ 治療 ス

可 キデ ァル」ト云 フ ノノ・恐 ラク結 核 ノ治療 上絶 、

封 的 ノ債値 テ有 シナ イ氣候療 法 ノ爲 二費 ス多額

ノ費 用 ラ多撒患者 ノ治療 費 二充 テル方 ガ國家肚

會 的見地 ヨリスル結核治療 方法 トシテ適 當 デ ア

ル ト思 惟 シタ爲 デ ア ラウ。 又一方 デハ金銭 ノ外

國 へ流 出 スル ノテ防 グ事 モ考 慮 セ ラ レテ居 ルデ

ア ラウ。 グボ ス ノ ー療 養所長 ガ 「掲逸 モ今 日ハ

カ ・ル意 見二支配 セラ レテ居 ル ガ経 濟界 ガ恢復

ス レバ再 ビ多 ク ノ患者 ラ瑞 西 二 迭 ル デア ラウ」、

ト私 二話 シタ ノモダボ スノ氣候 テ樗 ヘル我 田引;

水 ノ言葉 トノミハ断定 出來 ナ イ。



第6號 】 春木=結 核療養所建設二關スル諸問題 797

私 ハ療 養所 ノ位置選 定上氣候 ラ無親 スル ト云 フ

ノデノ・ナ ィガ、氣候的要素 ヲ過大覗 シテ幾多 ノ

必 要 ナル他 ノ要素 テ犠牲 ニ セン トスル過 去 ノ誤

レル意見 テ是正 シナケ レバナ ラナ イ ト思 フ。讐

ヘバ東京 市立療 養所 テ高燥 ナル信州 ノ高原 二建

設 ス レバ氣候 的要 素 ハ東京附邊 ヨ リ遙 カニ勝 レ

テ居 ル デア ラウ。 乍併 當初 ヨリ建築費 ノ菖 ム爲

二、必要 ナル設備 ノ少 カラザル部 分 テ削除 シナ

ケ レバナ ラナ ィ事 ニナル デア ラウ。或 ヒノ・日常

ノ物資供給 上等 カラモ経 常費 ノ膨大 ヲ來 シ診i療

上幾 多 ノ不便 ト犠牲 ヲ忍 バナ ケ レバナ ラナ ィ事

二立 チ至 ル デアラウ。

以上 ノ如 ク療養所 ノ土地選定 上、氣候 第一主義

テ持 スル事 ハ ヨクナ ィガ、i療養 二適 スル氣 候 ト

云 フモ ノノ・存在 スル、或 ヒノ・滑極 的 二云 ヘバ、

氣候 上 ノ障碍 ノナ ィ事 ハ望 マ シイ事 デ アル。即

チ地質 ガ乾燥 シ、室氣 ノ漁度 ノ少 イ塵 ガ ヨイ、

從 テ霧 ノ多 イ塵 ハ ヨクナ ィ。叉療養所 ノ・風 カ ラ

防禦 セ ラ レテ居 ラナ ケ レバナ ラナ イ。 防風林 ノ・

澗 葉樹 ヨ リ松林 ガヨ イ。松 ハ 日本 デモ外 國 デモ

結核 ラ癒 スル作用 ガアル ト云 ノ・レ、或 ヒノ・何 力

有数成分 テ室 中 二登散 サ セル デノ・ナ ィカ ト迄 民

間 デ云 ノ・レテ居 ル。 サウ云 フ事 ノ・ナ ィガー般 二

松林 ノ在 ル庭 ハ地 味 ガ乾燥 シテ居 ル故 二療 養地

二適 シテ居 ル ト云 ヘル課 デアル。

2.交 通

都 市 二絵 リ便利 ガヨ イ ト家族 、友人 等 ノ訪 問 ガ

頻 繁過 ギル爲 二病人 ノ療養生 活 二害 ガ アル ト云

フ理由 デ態 ト遠方 二置 ク方ガ ヨイ ト云 フ人 モ ア

ル。讐ヘバ ブラ ンデ ンブル ク結 核病 院Branden-

burg。Tuberkulose・Krankenhausノ 暢 長 ロロヅ

フ氏Roloffノ 意 見 ノ如 キ デアル。然 シ今 日デ

ハー般 二療 養所 ハ 之 ラ利 用 スル 往民 ノ中心 ヨ

リ交通 ノ便 ガヨ イ庭 二置 ク可 キデ アル ト云 フ事

ニナツテ居 ル。 之 ハ 勿論都 心 ヨ リノ距離 バ カ

リヲ意味 入ルモ ノデナ ィ。近距離 二在 ツテモ道

路 ガ悪 カツタ リ、途 中二急坂 ガァツタ リシテノ・

不 便 デ アル。之 二反 シテ比較的遠距離 二在 ツテ

モ、頻繁 二通 フ汽車 ヤ電 車 ノ停車場 カ ラ容 易一

行 ケル塵ナラバ適當デアル。猫其上二患者及 ビ

家族 ノ交通費 ト云 フ事 モ考慮二入 レル可 キデ

ア ノレ。

交通不便ナ庭 デハ既二述 べタ如 ク建築費 モ高償

トナリ、 日常 ノ物資供給モ不便 デアル上二特別

ナル場合二都市 ヨリ各科 ノ專門家 テ招致 スルニ

モ困難ガ件 フ(療養所二各科 ノ專門家 ヲ常任 ト

シテ置 ク事ノ・殆 ド不可能 デアル)。 又病氣 ノ性

質上他 ノ病院二移 ス事 モ遠隔 ノ地デハ不便デア

ノレo

殊 二重症 ノ患者 ニ トツテノ・家族 ノ訪問 ガ非常 ナ

慰 安 ニナルモ ノデ アル。 ロ ン ドンデノ・輕症結核

患者 ノ・郊外 ノ療 養所 二入 レル ガ、治 癒 ノ望 ミ無

キ重症患者 ハ家族 ノ訪 問 ヲ容 易ナ ラ シメル タメ

ニ近 ク ノー般病 院 二入院 セ シメル事 ニナ ツテ居

ノレo

叉結核相談 所 ノ看護婦 ガ病院 内 ノ患者 ト其家庭

ヤ或 ヒバ務 メ先 キ、或 ヒバ疾病保 瞼等 トノ聯絡

ラ取 ル場 合 ニモ都市 二近 イ方 ガ ヨイ。

以上 ノ鮎 カラ「交通 ノ便利」ト云 フ事 ハ療 養所 ノ

位置選定 上非常 二重 大 ナル意 味 テ有 シテ居 ル。

伯林市立結核病 院St5dtischesTuberkulose

KrankenhausderStadtBerlinノ ・伯 林市 ヨ リ

汽車 デ約1時 間 ノ距離 二在 ルベー ツ ・ゾンマー

芝』∠k.ド騨Beetz-Sommerfeldノ 近 クニ在 リ、

フ2∠ ム ノ巴里及 ピセー ヌ縣 二屡 スル フラ ンコ

≧」く～k療養所SanatoriumFranconvileモ 巴

里 カラ1時 間位 ノ騨 ノ附近 二在 ル。

以上 ノ・一般 的結核療養所 二就 イテ デ アル ガ、輕

症患者 ノ ミテ牧容 スル特 殊療養所 ハ ソ ノ目的如

何 ニ ョツテハ遠隔 ノ地 二置 ク事 モ アル。

3.地 勢

療養所 ノ位置 ハ小高 イ丘 ガ ヨ イ。之 ノ・排 水 ガ容

易 二行ハ レテ地面 ガ乾燥 スル カラデアル。 自然

傾斜 ニ ヨル排水 ガ不可能 デ アル塵 デノ・療 養所 内

ヨリ生 ズル莫大量 ノ汚 水 テ動力 ニ ヨツテ排出 シ

ナケ レバ ナ ラナ イ ノデ此経 常費 ガ相 當多額 二上

ル。此貼 ハ大療養 所建 設 二當 ツテハ特 二注意 シ

ナケ レバナ ラナ ィ。
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勿論建築 テ スル タメニ十分 ノ李面或 ヒバ輕 度 ノ

傾斜 面 ラ必要 ト人ル ガ此傾斜 ハ南 方或 ヒノ・東南

方 二面 シテ居 ラナ ケ レバナ ラナ ィ。地面 ノ北部

自ロチ主要建 築 ノ背面 二・・防風林 ガ必要 デアル。

若 シ南 西風 ノ多 イ塵 ナ ラバ西方或 ヒハ西西南 ノ

方向 二防風林 ガ アレバ更 二適當 デアル。防風林

・・松或 ヒバ其 他 ノ常盤木 ガヨ イ。此外 二患者 ノ

散 歩道 テ十分 二取 ル地面 ヲ要 スル。此散歩道 モ

療 養所員 ノ監 視 ガ十分行届 ク虎 デナ クテノ・ナ ラ

ナ ィ。

4.周 園(環 窺♪

工場地帯 ノ近 クハ其喧燥 卜煤煙 ニ ヨツテ不適 當

デ アルガ、相當離 レテ居 ツテモ 季均 風向The

DirectionofPrevalingwinds=一 ヨツテノ、不

適 當 トナル。

塵埃 ノ多 イ ト云 フ事 ・・療 養上最 モ障碍 ガ多 イ、

東京近郊 ノ畑 地ノ・時 二砂塵濠 々 トシテ療養上大

ナル障碍 テ與 ヘル。殊 二早春霜 解 ケ後 デ地肌 ノ

露 レテ居 ル時季 二最 モ甚 シイ。此事實 ノ、東京近

郊 二療養 所敷 地 テ定 ムル上 二最大 ノ注意 テ要 ス

ノレO

交通 量 ノ多 イ舖製 シナ イ道路 ガ近 クテ走 ツラ居

ル事 モ ヨクナ イ。

環境 ノヨイ ト云 フ事 ガ結核患者 ノ治療 上重要 デ

アル ノノ、疑 ヒノナ イ事 デアル。結核 患者ノ・撒 ケ

月乃 至数 年間周園 ノ景色 ヲ療養所 内 カラ眺 メナ

ケ レバナ ラナ イ。此鮎 カラ周園 ノ自然 ノ風物 ノ

勝 レテ居 ル`ドガ大切 デ アル。從來 ノ如 ク療 養所

テツ クル ニ軍 二建築物 ノ ミテ圭 眼 トシナ イデ造

園 ニモ相 當 ノ費用 ラ 別 ツ事 テ忘 レテハ ナ ラナ

ィ。 即 チ自然美 ラ保持 シ、更 二之 ラ極度迄美 化

スル爲公園式ParkingSheme二 、 芝 生、花

壇 、散 歩道樹 木 ノ配 置 二留 意 シナ ヶ レバ ナ ラ

ナ イ。就 中地面 ノ大部 分 ラ芝生 デ覆 フ事 ハ美観

ノ上 カ ラモ、 病人 ノ眼 ラ慰 メル貼 カ ラモ或 ヒバ

埃 ノ立 タナイ貼 カ ラモ最 モ望 マ シイ.【ドデァル。

私ノ・伯林 市立結 核病院St5dtischesTuberkul.

ose-KrankenhausderStadtBerlin、 巴 里郊 外

ノフラ ンコンビル療1養所SanatoriumFranco一

nVile、 或 ヒ・・倫 敦 ノ ク ヰ ー ン ・ノ リー 病 院Qu-

eenMarysHospita1等 ラ訪 レ タ 時 其 庭 園 ノ美

シ サ ニ 驚 嘆 シ我 國 ノ病 院 二 比 シテ 非 常 ナ 懸 隔 ノ

ア ル 事 ラ感 ジ タ.殊 ニ ク ヰ ー ン ・ メ リー 病 院 ノ

伯林市立結核病院

〃ヰー ソ メ リ ー 病 院(ロ ソ ドソ)
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馨 師 ノ話 ニ ヨレバ早春 ノ頃 ニノ・友人 ガ病院 ノ心

地 ヨイ庭 園 ノ美 テ見ル爲 二態 々遠 方 ヨ リ訪問 ス

ル サ ウデ ァル。私 ノ訪 レタ ノノ・12月 下旬 デ樹

木 ノ・大部 分落葉 シテ居 タガ、 ソレデモ緑 ナ芝生

ノ緩 傾斜 面 二赤 イ煉瓦 ノ姻舎 ガ黙綴 シテ居 ル風

景 ノ、實 二心地 ヨィ感 ジヲ與 ヘ ラレタ。

5.療 養所敷地 ノ評債 二就 テ

療養所 ノ敷 地 テ選定 スル場合 二各要 素 ノ有 スル

重 要性 ノ多寡 ニ ヨル種 々ナル比較償値 ノ縮和 テ

参考 トスル事 ガ行 ノ・レテヰル。

次 ノ表ノ・米國 二於 ケル病院協 會 ノ技 術者 カ ラ示

サ レタモ ノデ或程 度 ノ参考 トヘル事 ガ出來 ル。

要 素

1.交 通

2.周 園 ノ獲撰性

3.建 築面積

比 較 債 値

20黒 占

12,,

20,,

4
▲

5

nb

7
・

0
0

1

2

3

4

5

6

7

8

景 観8"

dヒ方 ノ∫三茎蔽s・ ・

周 園 改 造 ノ容 易 サ12tt

地 勢10"

上 水 、 下 水 、 動 力 ノ利 用10

言t100,.

例

交 通90×20=1So{,

周 園 ノ登 展 性95×12=11・ ・IO

建 築 面 積85×20=1700

景 観98×8=7輿

北 方 ノ遮 蔽70×8=560

周 園 改 造 ノ容 易 サ85×12=1020

地 勢90×10=900

上 水 、 下 水 、 動 力 ノ利 用75×10=750

8654評 債

100=86.54

第二章 療養所ノ建築ガ周園ノ地債二及ボス影響一設置二封スル住民ノ反射

結核療養所 ノ設置 ニ ヨツテ周園 ノ地償 二如何 ナ

ル影響 ガアルカ ト云 フ事 ノ・決定 スル ニ困難 ナ問

題 デアルガ、 アメ リカニ於 テノ・療養所近邊 ノ地

償 上昇 テ認 メテ居 ル。嘗 テ米 國結 核協會Nati-

onalTuberculosisAssociationカ"此 問題 二關

シテ廣 ク質問 テ磯 シテ同答 ラ求 メタ庭大 多敷 二

於 テ地債 ノ上昇 ラ報告 シ其理 由 トシテ次 ノ黙 ガ

爆 ゲ ラ レテ居 ル。

1.療 養 所ノ・多 ク ノ人 ト多 クノ金銭 テ癬 ス産業

デアル故 二其土 地 ノ商業 ガ盛 ンニナル。先年米

國 二於 テ多数 ノ州立療養所StateSanatorium

テ建 テル際 二周 閲佳民 ノ反封 二遇 ツテ非常 二困

難 シタガ療養所 テ建 テ タ後 ニハ却 テ地償 ガ上 昇

シタ事實 ガ アノ・。

2.療 養所 ノ建 築及 ビ其庭 園 ガ眼 二魅 惑的 デ ア

ツテ恐怖 心等 ノ・起 サナ イ。 随'ソテ其周園 ガ住宅

地 トシテ獲展 スル場 合 ガ少 クナ イ。其一例 ヲ云

ヘバfリ ノイスIllinois二 於 テ或 有名 ナル療養

所 テ建設 セ ン トシタ時、周園 ノ土 地 ノ所有者 ノ・

之 テ阻止 スル爲 二法廷 デ雫 ツタガ、療養所建築

後数年 ニ シテ周園 バー流 ノ住宅地 トナ リ、 注宅

ガ鯨 リニ療 養所 二近接 シテ建 テ ラレ⊃ トーヘル趨

勢 ニナ ツタガ爲 二療養所 ノ・自己防衛 上周園 二更

二10「 エー一カー」Acresノ 土 地 ラ要求 スル ノ止

ムナ キニ至 ツタ.

斯 ノ如 ク療養所 ノ建物及 ビ庭 園 テ美化 λル事 ハ

長時 日滞在 ス・レ患者 ノ治療 上極 メテ必要 ナル鮎

ノ・既述 セ ル如 クデ アル ガ、更 二其 土地 ノ風致 テ

檜 ス如 キ設計 ラス レバ、周園 ノ住 民 二親 シミ易

キ感 テ與 へ入院患者 及 ビ訪 レル家族 二封 シテ白

眼硯 スル如 キ態度 テ改 メル デア ラウ.以 前 ニ ヨ

ク見 ラ レタ傳染病隔離舎 ノ如 キ建 築 ノ・今 日人 道

上許 ス可 キモ ノデハナ ィ。

療養所設置 二封 スル反封

反封 ノ理 由ノ・大龍 二於 テ次 ノ3デ アノ・。

1・ 周園 ノ住民 二健康 上 ノ害 ラ與ヘル

2.周 園 ノ地債 ノ下落

3・ 周園 ノ佳民 二封 スル不快感

米國 二於 ケル療養所 設置反 封 ノ訴訟 二封 スル法

廷 ノ判決 ノ・米國結核協會NationalTuberculo-

sisAssociation一 蒐 集 シテ アル。其1例?掲 グ

レバニ ウオル レアン市CityofNewOrleans
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ガ結核病 院 ラ建設 セ ントスル ニ封 スル反封理 由

ノ、近邊 ノ住 民 ノ健康 テ 害 スル ト云 フ黙 デ アツ

タ。

之 二封 スル判決要 旨ハ次 ノ如 クデアル。

適當 二管理経螢 セラ レル結核療養所 ノ、近 隣 ノ住

民 二危険 ヲ及 ボ ス事 ナ シ、而 シテ問題 トナ レル

療養所 ノ管 理経螢 ガ完全 ナル事ノ・確實 二承認 セ

ラ レル。若 シ1例 ニ テモ訴 訟者或 ヒノ・其家族 ノ

健康 ラ害 シタ ト云 フ事 ガ詮 明 セ ラル ・ナ ラバ始

メテ法廷 上 ノ問題 トナル デア ラウ。此訴訟 ガ軍

二建設 セラ レン トスル結核 療養所 ノ危瞼性 ノ豫

想上 二立 ツ限 リ根嫁 ナキモ ノデ アル。

第三章 必要ナル病淋敷

結 核病鉢数 ト結核死 亡卒 トガ密接 ナル關係 一 ア

ル事 ノ、既 ニ ローベル ト・コ"iホ博 士Dr・Robert

Koch(1843-1910)ノ 時 代 カラ知 ラレテ居 ツタ。

即 チ多 クノ統計 カラ見 テ結核 病沐敷 ノ多 イ國 デ

ハ結核死 亡率低 ク、 又死 亡率 ノ減 少 モ著明 デ ア

ル。然 ラバ國家或 ヒノ・市 町村 ラ封象 トシテ幾何

ノ結核病躰撒 ガ必要 デアル カ、何 テ標準 トシテ

之 テ定 ムル カ。

1.1年 間 二死亡 スル患者勲 卜同蝕 ノ病IIl

之 ・・世界 各國 ノ標準 トセ ラレテ居 ル ガ、何故 二

死亡数 ト同数 ノ病躰 ガ必要 デ アルカ ト云 フ事 二

就 イテハ確實 ナル論檬 ノ・ナイ。結 核 ノ仕事 ガ ヨ

ク嚢達 シタ虜 デハ患者 テ早期 二登 見 シテ多撒療

養所 二入 レル カ ラ此標準 デノ・病沐数 ガ不足 スル

シ、又反封 二結核豫防 ノ仕事 ガ十分 ノ活動 テシ

ナ イ塵 デバ カ ・ル病躰数 テ用意 シテモ室休 ガ出

來 ル デ アラウ。 ニウ ヨー ク市 ノ1935年 二 於 ク

ル結核 病休 歎 ノ・5.244、 結 核死 亡数4.088デ 病

躰、 死亡藪比 ノ・1.07デ アル ガ500人 ノ末牧 容

患者 ガアツテ 病躰数不足 ラ 示 シテ 居ル。 デ ト

ロ イ ト市CilyofDetroitノ ・150萬 ノ人 ロテ有

シ結核死 亡撒 、年992二 封 シ結核病1休数2.387

テ有 シ其 比卒ハ2倍 牛以上 デ アル。又米國 デハ

白人 二封 シテハ1年 間 ノ死亡 「1」二封 シテ病林

「1」デ アル ガ黒 人 二封 シテノ・死亡 「3」二封 シテ

病 休 「1」デァル。何 故 カ ト云 フニ黒人 ノ死 亡卒

ノ・白人 ノ3倍 デ アルカ ラ ト云 ツテ居 ル。此事 ハ

米國結核協會登行 ノキッドナーDr.Kidner著

planningaTuberculosisSanatorium二 記 載

シ テ ア ル ガ、 之 ノ・黒人 二封 スル甚 グ シキ差 別

待遇 ノ顯 レデアル ト云 フ外 、疫學的 ノ意義 ハ ナ

イ。

2.開 放性結核 患者激 ヲ標準 トスル法

開 放性結核患 者 ノ数 テ直接知 ル ト云 フ事 ハ届 出

制 度 ノアル 國 デモ、 中々精確 ナ撒 ガ 得 ラレナ

イ。随 ツテ同患者数 テ測定 スルニ死 亡数 二生存

年数 テ乗 ズル ト云 フ方 法 ガ行 ノ・レテ居 ル。然 シ

此生存期間 ラ定 メル事 ガ又中 々困難 デアル。何

故 ト云 フニ第1二 「何時 カラ病氣 ガ始 ツタカ」ト

云 フ事 ガ明瞭 デナ イ。其 外生存期 間 ハ各人 ノ身

禮 的及 ピ肚 會的特殊性Anthropologischer

Standpunktニ ョ ツテモ異 ルモ ノデ アル カ ラデ

アル。

著名 ナ學者 ノ生存期間二關スル登表ノ・次 ノ如 ク

ア ア ル 。

Goldschmidt

Cornet

Siegfried

Braeuning

Britton

Harms

DettweilerundSimon

Rehberg

Keyser・Petersen

2年

2-一一3年

2年 以上

3.1-3.5年

3.5年

4.2年

7年

3年

3.4年

最近 ノウル リヅチー博 士 ノ爽表(1936年)ラ 見ル

ニ同氏 ノ臨抹 的経 験 ヨ リ算定 スル ト4年 トナ7L

ガ 同氏 ガ シャロe2テ ンブル グCharlottenburgノ

結 核相談所 ノ材料 ニ ヨツテ同地塵 ノ患者 二就 テ

計算 シタ ノノ・5年 トナル。然 シ同氏 モ シャロヅテ

ンブル グ ノ統 計ノ・一般的 ノ意 義 ガ少 イ ト云 ツテ

居 ル。

以 上 ノ統 計 カ ラ見 ル ト死 亡数 カラ開放性患者撒



第6號 】 春木=結 核療養所建設 二關ヌル諸問題 801

テ計 算 スル場合 ニハ極端 ナル数 テ除 イテモ少 ク

トモ2.5-4.0ノ 相 乗係撒 ノ差異 一 ヨル大 ナル

誤 差 ガ生 ズル繹 デ アル。

3.牧 容 ス可 キ結核患者勲 ヲ實際的

基礎 ノ上 二立 ツテ計算 スル方法

此 方法 デ計算 シタモ ノデ今 日掲逸 二於 テ病 林撒

計算 上重要 ナル参考資料 ニナツテ居 ルモ ノ・一

ツニプロ イー:≧'互博 士Dr.Braeuningノ 調

査 ガアル。 之 ノ・1927年12月 中旬 ニ ステ1チ ン

Stettinノ 庄民 デ結核 ノ爲 一入院 シテ 居 ルモ ノ

ト入院許 可 ラ待 ツテ居ル モ ノ ・数 カラ必要病抹

数 テ計算 シタガ、 之 一 ヨル ト庄民10萬 二封 シ

テ肺結核病Mc95ラ 要 一7.ル事 一ナ リ、其 中62脈

ガ成人肺結核患者 用 ノモ ノデ、之 ラ更 二内課 ス

ル ト次 ノ如 クニナル。

9人 隔離所Siechenheim

19人 一般病院AllgemeinesKrankenhaus

34人 結 核療養所及結核病院TuberkuloseSanator-

iumundKrankenhaus

叉 傳 染源 トシテ最 モ危瞼 ナ重症患者 ノ最後4ケ

月間 ラ牧容 スル トス レバ死 亡数 ノ3分 ノ1ノ 病
.抹 テ要 シ

、人 口10萬 二封 シテ80--90ノ 死 亡数

テ有 スル庭 デノ・同数人 ロー 封 シテ26--30""ノ

割 合 トナル。

以 上 ノブロ イ三.三之氏 ノ計算 即 チ 人 口10萬 二

封 シテ95=休 ラ要 スル ト云 フ 計算 ニ ヨレバ 燭逸

二於 テハ非常 ナル病沐数 ノ不足 ガ アル ト云 フ事

ニナル。

然 シ此撒 ハ地方 的 二少 カ ラザル差異 ノアルモ ノ

デステッチ ンニ於 テ得 タル 数 ヨ リ掲逸 全膿 ノ病

タ休数 ラ計算 スル貼 二於 テ、反封 スル學者 ガ少 ク

ナ イ。

讐 ヘバ ケー ザー ペ ター セ ン氏Keyser-Petersen

ガ チュー リンゲ ンTh廿ringen二 於 テ プロ イニ ン

グ氏 ト同様 ナル方法 デ必要病=休数 ラ計算 シタモ

ノハ次 ノ如 キ結果 ニナ'ソテ居ル。

ユ929年12月12日 現在

121人 チュー"リソゲソ病院Thtiringer.Kranke・

nhaUS

52人 エナ 結 核 「ク リーッグ」Tuberkulose-Kli-

nik,Jena

109人 エ ル ソ ゼー結 核 病 院Tuberkulose・Kran

kenhaus,Ern'see

290人 チュー1,ソ ゲ ソ治療 所Thtiringer-Heils・

t5tte

26人 他 國 ノ治 療 所

45人 入 院 許 可 ヲ待 ツテ居 ル 患 者

計643人

即 チ6431休 ガ 必 要 デ人 口10萬 二封 シ テ40デ ア

ル 、 同 地 方 二於 ケ ル 同 年 ノ 結 核 死 亡 撒 ノ・10萬

ニ ツ キ76デ ァ ル 。

叉 ヘ ル ム氏Dr.Helmsノ ・1928年11月 ヨ リ

1929年5月 迄 ナ間 二撒 多 ノ結 核 治 療 所Lungen-

heilstEttenノ 病 躰 ノ 状 態 テ 調 査 シ タ ガ次 ノ如

キ 室"木 婁交ガ ア ツ タ。

年 月 日

1928年11月15日

1929年2月28日

1929年5月15日

空 抹 百 分 率(%)

8.516.6

13.322.2

11.713.4

右側 ハ125ノ 小 見結核治療所 二就 イテ調査 シタ

激 デ アル。

此 ヘルb 一氏 ノ調査 ニ ヨル「多数 ノ室1休」ノ・如何 二

設 明 ス可 キカ ト云 フニ、次 ノ如 キ理 由 ガ基 ゲ ラ

レテ居ル。

(1)結 核 治療所Lungenheilststten二 牧 容 ス

可 キ患者 ノ嚴選、結核治療所 ニハ以前 ハ多撒 ノ

非活動 性結核患者帥 チ入院治療 ノ必要 ナキ者 ガ

牧容 セラ レテ居 久 ウル リッチー氏 ノ算定 ニョ

ル ト約30%二 達 シテ居 久 是等 ノ患者 ハ治療所

ヨリ退院 セ シメラ レタ。

(2)地 方保 瞼所、Landesversicherungsanstalt

中 今 日モ猫 被保瞼者中 ノ輕 症患者 ノミラ選 ンデ

治療所 二入院 セ シメテ居 ル者 ガ少 クナ ィ。 又患

者 自身モ3ケ 月i療養Dreimonatskurト 云 フ「考

へ」テ捨 テナ イデ早 ク退院 スル
。

(3)各 地 匠 二於 ケル結核病躰激 二大 ナル懸隔 ガ

アル黒占。

(4)結 核 死 亡数 ノ減退。

(5)・…一一一・一般病院 二於 ケル結核科 ノ活動
。
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(6)経 濟 的關係殊 二中流階級 ノ困窮。

以 上 ノ中(1)、(4)、(5)ハ 結 核豫防 ノ進歩 デ示

スモ ノデアルガ(2)、(3)、(6)ノ ・結核豫防 ノ畿

展途 上 二於 ケル大 ナル障碍 デ アル。殊 二疾病保

瞼 二加 入 セザル中流 階級 ノ救濟 ノ如 キハ掲逸 二

於 テモ保健上残 サ レタル大 キナ問題 デ ア ラウ。

4.人 ロ1000二 就 テ1淋

之 ノ・甚 グ魍 駁ナル計算 デ アル ガ米國 ノー部 デ行

ハ レテ居 ル。

東 京市 ノ場合

東 京市 デノ・幾何 ノ結核病躰 テ必要 トスル カ、最

モ普 通 ノ計算法 即 チ1年 ノ死 亡1二 封 シテ1、休

トス レバ約11.700躰 ラ要 スル事 トナル(東 京市

二於 ケル昭和10年 度 ノ結核死 亡撒 ノ・11.672デ

アル)。 之以外 二結核 デ 死 亡 シナ ガ ラ他 ノ病名

デ届 出 ラレタモ ノガ相當数 アル デ ァラウ、ガ、1又

一面 二於 テハ結核死 亡者 中 ニノ・必 ズ シモ東京市

ガ世話 テスル必要 ノナ イモ ノモ含 マ レテ居 ル。

又 プロ イニ ング及 ヘル ム等 ノナセル如 ク實際 的

ノ基礎 ノ上 二立 テル計算即 チ現 在 ノ病躰撒 及 ビ

入所 テ待 ツ患者 数 ニ ヨツテ計算 ス レバ

東京市療養所病躰1・170

委託病肱830

入所 許可ヲ待ツ患者数2・405

言t4.405尭 木

猫病 躰檜加 二件 ツテ入所 シ易 クナル タメニ希 望

者 ガ檜 加 スル事 テ考慮 一入 レテ先 ヅ5.ooontcガ

東 京市 トシテ緊急 必要 ナル成人結核 患者 二封 ス

ル市設病躰撒 デアル。而 シテ健康相 談 所 ノ活動

ガ充實 スル ト共 二必要病躰撒 ガ漸次増 加 スル事

ノ・既 二述 べ タ如 クデ アル。

小見病躰激

アメ リカ結 核協會NationalTuberculosis

Associationノ 計 算 ニ ヨ レバ全病躰撒 ノ15%テ

要 スル、猫 此外 二 小見保 養所Preventorium

Kinderkuranstaltノ 必要 ガ アル。

第四章 療養所ノ大キサニ就テ

狙立 セル 結核療養所 デ 病躰撒100-150躰 以 下

デハ経螢 ガ非常 二高債 ニナ リ、経濟 上不適當 デ

アノレ。 カ ・ル場合 ニノ、寧 ロ既設病院 テ籏張 シテ

之 二附屡 セ シメタ方 ガ経濟 上 ヨイ。

経濟 的 二見 テ最 モヨ イノハ300躰 以 上 デ アル。

大 キサ ノ限度 ニツ イテハ種 々二言 ハ レテ居 ル。

伯林市立結核療 養所 ノ・460鉢 、 セー ヌ縣立結核

療養所 ノ、540休 テ有 スル。

大 ロ ン ドン市 ノ有 スル結核患者牧容機 關 ノ大 キ

ナモ ノデモ300躰 内外 ノ病抹数 デァル。然 シ伊

太利 ニハ1.000林 以 上 ノ療養所 ガアル。米 國ノ・

大i療養所 テ有 シテ 居ル ガ、 ソ レデモ1000躰 以

上 ノ病 休 デ有 ス ル モ ノノ・撒 フ ル 程 シ カ ナ ィ。

CityofChicago,MunicipalTuberculosis

Sanato「ium1.206

SieViewHospital1.446

pensylvaniaStateSanatoriumforTube-

rculosis1.035

01iveViewSanatorium917

ア メ リ ヵ 二於 テ モ 大 膿500-600躰 位 ガ 経 螢 上

及 ピ経 濟 上 カ ラ見 テ 最 モ 適 當 デ アル ト云 フ意 見

ガ多 イ。 然 シー 方 デ ハ オ リー ブ ・ヴュー 療 養 所 ノ

院 長 ノ 如 ク ィ ク ラ病 院 ラ旗 張 シテ モ 経 螢 上 何 等

ノ支 障 テ 來 サ ナ イ ト云 ツ テ 居 ル 人 モ ア ル 。

第五章 療養所設計ノー般方針

1.ゴ ー ル ド ウ ォ タ ー 氏Dr.Goldwater

り言 葉

ニ ウ ヨー ク市 ノ 病 院 局 長Commissioncrof

DepartmentofHospital,CityofNewYork

ゴー ル ドウ、ター氏Dr.Goldwaterノ ・病 院設

計者 トシテ米國 二於 ケル第1人 者 ノミナ ラズ他

國 ノ病院設計 ノ顧 問 マデ シテ居 ル人 デ アル。

同氏 ノ談 話中療 養所 設計 ノー般方針 中ニ ツ ノ最
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モ興 味 ラ引 イタ事 ガアツタ。 一 ツノ・設計 ノ中最

モ重要 ナルハ勤務上看護婦 ノ歩 マナクテハ ナ ラ

ナ イ距離 テ出來 ルダゲ短 ク シ、 出來 ル グケ便利

二働 ケル ヤウニ スル事 デアル
。

第 ニノ・病室或 ノ・其他 ノ室 テツクツタ後 デ其 中 二

置 ク諸器具機械 ヲ註文 スル事 ガー般 二行 ノ・レテ

居 ルガ、之 ハ逆 デ アッテ、器 具機械 ノ大 キサ、

置 ク揚所 テ先 ヅ定 メテカ ラ室 ノ大 キサラ設計 ス

可 キデ アル。

2.療 養所構 造 ノ攣遷

療 養所蓮動SanatoriumMovementノ 初 期 ニ

ハ非常 ナ薄弱 ナ 建 築 ガ 用 ヰ ラ レ、 丸木 小屋式

Shackノ モ ノガ多 久 此 方 ガ療 養上適當 デ ァル

ヤウー思 ツテ居 タガ、 今 日デバ カウ云 フ式 ハ用

ヰ ラ レナ クナ ツタ。最近 二於 ケル主要 ナ攣遷 ラ

基 グ レバ、

(1)患 者 ノ居心地 ラ ヨクスル事、comfortable

及 ビ出來 ルグ ケ群 居 ラ避 ケル事 デ アル、即 チ以

前 ハ大 キナ室 二澤 山 ノ患者 ラー一緒 二入 レテ居 ツ

タガ現在 デノ・カ ・ル事 テ シナ イデ、出來 ルダ ケ

個室 ノ'数ラ 多 クスル、 即 チPrivacyテ 重 ンズ

ルヤ ウニナ ツタ。

(2)以 前 ニハ療養所 ト云 ヘバ休養、新鮮 ナル室

氣、 適當 ナル榮養 ト云 フ事 ノミデ足 ソリ トシテ

居 タガ現 在 デハ種 々ナル新治療法 ニ ヨツテ積 極

的 二病氣 ノ治癒 ラ企 テル事 ガ追加 セ ラ レタ。此

1ガ 昔 ノi療養所 ト今 日ノ療養所 トノ間 二大 ナル

構造 上 ノ差異 テ來 シタ原因 デ アル。今 日ノ療養

所及結核病院 ハ 最新式 ノ ー般 病院General

且ospitalト 殆 ン ド異 ル庭 ガナ ィ、 只之 二加 フ

ル ニ大 氣療 法OpenAirTreatment二 適 スル

ヤ ウニ スし!バヨ イ。

(3)病 室 ノ耐火性 ラ重要覗 スルヤ ゥニナ ッタ。

之 ノ・重症 患者 テ敗 容 スル大療養所 二於 テ特 二必

要 デ アル。若 シ止 ム ヲ得 ズ木造建築 二患者 ラ置

ク場合 ニノ・重症 患者ノ・必 ズニ階以上 二置 イテハ

ナ ラナ イ。

3.病 棟 ノ方向

長 イ建 築 テ眞南 二向 ケル ト日光 二面 スル長 イー

面 テ有 スル ト共 二日光 ノ照射 テ受 ケナ イ同 ジ長

サ ノ面 ラ生ズル、建物 ノ方 向拉 ビニ外形 トシテ

ノ・各面 ガ出來 ル ダケ長 イ間 日光 テ受 ケル事 ガ望

マ シイ。

又 日本 ノ如 キ亜熱帯 ノ塵 デノ・耐 工難 イ夏 ノ午後

ノ暑 サラ避 ケル爲 二東南南 二向 ケタ方 ガ ヨ イ。

猫其 上 二建物 ノ方 向 ラ定 メル上 二琴考 トシナケ

レバ ナ ラナ イ 〃 ・其土地 二於 ケルZF均 風向The

DirectionofPrevailingWinds及 ビ何 レノ方

向 ノ風 ノ時 二雨 ガ最 モ多 イカ ト云 フ事 デ アル.

4.流 線 式FlowLines

之 ノ・型 ノ上 ノ流線型 デノ・ナ ク療養所 ノ仕事、機

能 ガ摩擦抵 抗 ナ ク行 ノ・レル ヤウニ建物 ヲ設計配

置 スル意味 デ アル。故 二建築家 ノ・如何 ナル状態

デ患者 ガ入院 スルカ、或 ヒノ・療養所 内デ行 ノ・レ

ル治療 ノ性質、 食餌分配、清毒、 洗濯 ノ方法、

病 室 ト事務 關係 方面 トノ聯 絡等 ニ ツイテ詳 細 二

知 ツテ居 ラナケ レバナ ラナ イ。

5.木 造 力鐵 筋 「コ ンク リー ト」力

既 二述 ベ タル如 ク新 式 ノ療 養所 ハ其構造 二於 テ

ー般 病院 二非常 二近 イモ ノ トナ ツダ
.今 日一般

病院 ラ「コンク リー ト」デ建築 スル ト同様 二i療養

所 モ「コンクリー ト」建 築 ニ ス可 キ デァル。

其理 由 へ

(1)耐 火 性 ノ絶封 的必要。重症患者 ヲ多数 牧容

スル木造療養所 デ失 火 シタ場合 ニハ之 テ救助 ス

ル方 法ノ・維 望 二近 イ。之 ガ耐火性建築 ノ必要 ナ

ル第一 ノ理 由 デ アル。

(2)日 常 ノ能卒 ノ檜 進。 必要 ナル建築 ラ高層 耐

火性 トシテ近接 セシムル事 ノ・散齪 セル木造建 築

二比 シテ日常 勤務者 ノ能 卒 二於 テ非常 ナル差異

ガアル事 ハ云 フマデモナ ィ、ニ ツ ノ病 舎 テ準面

的 二建 テル場合 ニノ・其 間 二相當大 ナル距離 テ置

カナ クテノ・ナ ラナ ィガ、之 ヲ高層建築 トシテ上

二重 ネル時ノ・僅 カニ天丼 ノ高 サー テ足 リ、 今 日

ノ如 ク「エ レベー ター」ノ登達 セル時代 二於 テノ、

勤務者 ノ歩行 距離 ラ著 シ ク短縮 スル 事 ガ出來

ル。 之 ハ醤療 看護 ノ上 ノ ミナ ラズ、 鷺ヘ バ中央

食物調 理室 ヨリ長 イ廊下 テ傳 ハ リテ各舎 二食品
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テ蓮搬 スル如 キ不 便 ラ避 ケル事 ガ出來 ル。

(3)繹 常 費 ノ節約 。既述 セル如 ク散在 セル木造

病 舎建築 二比 シテ高層建築 ガ勤務者 ノ能 率 ノ上

二於 テ著 シク勝 レテ居 ル故 二、後者 二於 テハ人

件費 ラ大 二節約 スル事 ガ出來 ル。又 蒸氣或 ノ・熱

湯途管 モ 散 在性病舎 ノ 場合 ニノ・非常 二 長 クナ

リ、途 中熱 テ失 フ事 ガ莫大 デ アル。

最後 二残 サ レタ問題 ノ、「コンクリー ト」建 築 ガ漁

度 ノ高 イ我風土 二適 スル カ 否 カ ト云 フ貼 デ ア

ル。室 内 ノ温度漁 度 テ常 ニー定 シテ置 ク、所 謂

AirConditioningノ 設 備 ガ完全 デ アレバ論 ノ・

ナ ィ。 然 シカ ・ル設備 ノナ イ「コンク リー ト」建

築 二於 テハ春季比熱 ノ高 イ「コ ンクリー ト」ガ未

ダ十分 温 メラ レナ イ時 二1黒氣 ラ含 ム暖 イ南風 二

接 燭 スル ト表面 二水滴 ガ凝結 スル、殊 二壁 ガ水

テ吸牧 シナイ性質 ノ場合 ニハ此現 象 ガ特 二著 明

デ アル。 日本古來 ノ壁 ノ・水分 テ吸牧 スノしカ ラ露

ラ置 ク事 ガ比較 的少 イ、 ホーエ ン ・クルー グ結

核 病院 ノ「ベ ラ ング」ノ天井 ハ水滴 ラ生 ジナ ィ爲

二水分 テ吸牧 スル塗料 ガ用 ヰテ アル。 カ ・ル塗

料 ラ使用 スル事 モ ヨイ。'

室 氣 ノ乾燥 ト云 フ事 ガ結核 患者 二好影響 ガ アル

故 二、 カ ・ル漁度 ノ高 イ病 室 二居 ル ト云 フ事 ハ

確 カー ヨクナ イ、此 「コ ンク リー ト」建築 ノ日本

風土 二封 スル適合性 ノ・大 二研 究 ノ必要 ガ アル ト

思 フ.然 シカ ・ル駄態 ニナル事 ノ・東京近 傍 二於

テハ1年 ノ中 二算 フル程 シカナ イ故 二此僅少 ナ

ル鋏黙 テ以 テ他 ノ大 ナル優越 性 ラ抹殺 スル事 ノ・

出來 ナ イ。

第六章 病 室

療養 所 二入院 スル ノハ家 庭 デ出來 ナ イ讐療 テ受

ケ ル爲 ノ ミデノ・ナイ、 療養所 一 居 ル ト云 フ事

ソレ自禮 ガ治療 的意 味 ガアル。療 養所 デノ・不安

トカ興奮 トカバ極度 二避 ケ.安 静 ト、居心地 ヨ

サ トテ與ヘ ラ レル。 古來病人 ガ佛閣 二「御 籠 リ」

ラ シタ ノノ・同 ジ意味 二於 テ治病的 二働 イタノデ

ア ラウ、若 シ療養所 ノ設慌 蓮 用 ガ患者 ラ刺戟、

興奮 セ シメテ其精示朝犬態 テ鳳 ス如 キ事 アラバ入

院 ガ却 テ患者 二害 ヲ與 ヘ ル。 故 二是等 ノ有 害要

素 ラ除去 シテ療養 所 ノ機能 テ登 揮 セ シムル爲 ニ

ノ・醤師 ヤ看護婦 ガ是等 ノ黙 二非常 二留意 シナケ

レバ ナラナイ ノハ勿論 デ アルガ療養所 ガサウ云

フ風 二設 計 セ ラレテ居 ラナ ケ レバ ナラナイ。他

ノ病院 二比 シテ カ ・ル設計 ガ特 二必要 デアル所

以ハ療養所 デハ入院期間 ガ長 イ ノ ト安静 テ必要

トスル重症 患者 ト自覧的症歌 ガ少 クテ娯樂 ラ望
リ

ム患者 トガ混合 シテ居 ル カ ラデアル。

1.防 言 卜清潔

病 室 ノ「静 ケサ」ト云 フ事 ノ・最 モ必要 デ ァル、病

室 ノ近 クニ於 ケル 騒音 ノ巖 生 ハ 出來 ル グヶ避

ケ、止 ムラ得 ザル場合 ニノ・防音 壁 テ使 用 シナヶ

レバナ ラナ イ。 掲逸 ノブラ ンデ ンブル グ結核病

院DasBrandenburgischeTuberkulosekran-

kenhausデ ノ・特 二敏感 ナ患者 ノ爲 二特 別室 ガ設

・ケテ アツテ
、電 話室 ノ如 キ防音設備 ガ施 シテ ア

ル。 病室、廊 下 ノ床 ハ 音 テ 鈍 ラス特 別 ノ材料

Silentiumテ 用 ヰ、其上 二「リノリウム」ガ張 ツ

テ アル。

又同療養所 デハ廊 下 ノ 中央部 ラ籏 クシデ ホー

ル」ラツ クリ、 食事前後 二患者 が 集 マツテ談 話

テ スル麗 ニ シテ アル ガ、多人数集 マル タメニ オ

コル騒 音 テ緩和 スル タ メニ床 ニハ「ゴム」ガ敷 イ

テ アル。

病 室 ノ内部 ノ・容 易二病原菌 ラ除去 シ得 ル ヤウニ

シナケ レバナ ラナ ィ。 即 チ塵埃 ノ溜 ラナ イヤゥ

ニ、 叉水 デ 清浮 出來 ル ヤウニ スル。 此爲 ニノ・

床 ノ・勿論 壁モ2米 ノ高 サマデ耐水 材料 テ用 ヰ猫

表面 ガ卒滑 デアル ノガ理想的 デアル。伯 林 市郊

外 二在 ルベー リ.,ツ治療所Beelitz-Heilst5tteノ

結 核病棟 ノ病室 ノ壁 ノ・8択 位 ノ高 サ迄司三滑 ナ瓦

張 リデ ア リ、床 ノ・「リグ ノイ ド」デアル。 此床及

ビ壁 ノー定 ノ高 サマデテZF滑 ニ シテ水 洗 シ得 ル

o



第6號 】 春木=結 核療養所建設 二關スル諸問題 805

ヤ ウ ロスル事 ハ軍 二病室 ノ ミナ ラズ患者 ノ出 入

スル凡テ ノ室及 ビ廊下 ニモ適用 シナ ケ レバナ ラ

ナ イ。病室 ノ壁 ヤ床 ノ色ハ大 ナル意味ハ ナ イ。

病 室 ノ憲 ハ通風、探 光 ノ上 カ ラ出來 ルグケ大 キ

クスル。 日除 ケ ノ爲 ノ「カー テ ン」ノ、色物 ノ方 ガ

ヨイ。

2.病 室 ノ照明

天井 カ ラ電燈 テ 吊 入ノハ ヨクナイ。 「ベッド」ノ

頭部 ノ壁 二取 リツ ケル。 抹頭燈 ガ「プラ・グ」デ

取 リツケテア レバ猫 ・f.今 日 ノ新式 ノ療養所

デハ病休 ノ近 クニ封木頭燈、 「ラヂオ」、 呼鈴 ガ程

ヨク配置 セラ レテアル
。

猫nightlightbox二 電 球 テ入 レテ病室 ノ入 ロ

ノ近 クデ沐 カ ラ6寸 許 リノ塵 二取 リツケル ノハ

非常 二便利 デ看憂婦=ガ 「シグナル」デ病 室 二入 ツ

タ時、 明ル イ上部 ニ アル電燈 ノ貼 火 ニ ョリ睡光

デ他 ノ患者 二不快 ナ感 テ與 ヘ ル事 ナ シニ此 「フ。

トラ イ ト」ノ ミニ ヨリ病室 内テ歩 ム事 ガ出來 ル
。

3.病 室 ノ大キサ

駕逸 ノ結核病學 ノ大家 デ アル ブロイニ ング氏

Dr.Brauningノ 意 見 デノ・一病室 二6人 以上 ノ

患者 テ入 レテハナ ラナ ィ、之以上 デノ・患者 ノ・精

諒 ノ安 静 テ妨 ゲ ラ レル ト云 フ。故 二同氏 ガ院長

テ シテ ヰル ホー エ ンクルーグHohenkrugノ 結

核病院 デ・・1人 室、2人 室、3人 室、6人 室 デ

ア ル ・o

伯 林txlS夕Fカール スホル ス トKarlshorst二 在 ル

聖 アン トニ ウス病院St.AntoniusKrankenh-

ausハ 最 新式 ノ病 院 デ院長ハ伯 林大學 ノ教授 デ

結 核 ノ 無盤食餌療法 デ 有名 ナヘルマ ンス ドル

フ=ル 氏Prof.Herrmannsdorferデ アル ガ此

塵 デー番大 キナ 部屋 ノ・11人 室 デ アル、 ソノ外

6人 室 ガ相 當多 イ。 重症 ハ2人 室以下 二入 レル

事 ニナツテ居 ルガ等級 ニ ヨツテモ1室 ノ人数 ガ

定 メ テアル。1等 ・・U＼ 室、2等 ・・2人 室、 ソ

tzPJ上 ハ3等 デアル。各病 室 ノ入 ローノ・其 室 ノ

艦 債 ガ指示 シテアル。

伯 林 ヨリ約1時 間位 ノ距 雛 ノ塵 二 有名 ナベー

リ。ツ治療所Beelitz-Heilstdtteガ アル、此結

核 科 ノ病 室 ・・1人 室 、2人 室 ノニ 種 類 デ アル 。

トロ イエ ン プ リッチ ェン ニ在 ル ブ ラ ン デ ン ブ ル グ

結 核 病 院DasBrandenburgischeTuberkuI-

ose-KrankenhausinTreuenbritzenノ ・1蜀逸_

於 ク ル 最 新 式 テ 誇 ・し結 核 病 院 デ ア ル ガ 、 病 室 ノ

大 キ サ ハ1人 室 、2人 室 、6人 室 ノ三 種 類 デ 最 大

テ6人 室 トナ シ タ 鮎 ノ・既 述 ノ ブ ロ イ ニ ン グ氏 ノ

ホー エ ソ 〃 ル ー 〃'結核病 院(1人 室)

参
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ホ ー エ ソ〃ル ー グ結 核病 院(3人 室)

ホ ー エ ソ〃ル ー グ結 核 病 院(6人 室)

ノ

論 卜同檬 デアル。

グボ スニ在ル撒 多 ノ療養所 中最新式 デァル チュ

:一リ些 一治療所Tttricher-Heilststte・ ・1人 室、

2人 室、3人 室、4人 室 ノ四種類 デ アノし。

巴里近郊 二在 ル フ ランコンピル療養所Sanato-

riUmFranCOnVileノ ・セ イメ縣所 有 ノモ ノデ主

トシテ肚會保瞼 ノ患者及 ビ市町村 ノ無料患者 テ

牧 容 スル療養所 デ アルガ、重症患者用 ノ少数 ノ

個 室 ヲ除 イテ・・5人 室 ノ集合 デ ァル。

コ

英國 ノ療養 所 テ観察 スルニ成人男子重症肺結核

患者 テ敢 容 スルー 些≧デール病院Colindale

Hospitalノ ・1914年 一般病 院 トシテ設立 セ ラレ

タモ ノデァル ガ大 キナ 病室 一ハ30人 以 上牧 容

セラ レテ居ル。

ヂD'一ヂ五世療養所KingGeorgeV.Sanat-

oriumノ ・敏洲大戦 後(1922年)一 開 カ レタ成 人

男子 二封 スル療 養所 デ アル ガ、1人 室、2人 室、

4人 室 ノ三種類 デ アル。

アー キウェー病院ArchwayHospitalノ ・ロ ン ド

ン市 内 二在 ルー般病院 デ1879年 ノ設立 デ アル、

此塵 ノ結核部 ニノ・弔症肺結咳患者 テ牧容 スル が
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ブラ ソデソブル プ結核病院(2人 室)

大 キ ナ病 室 ・・1室24人 デ ア ル。

・㍉ ボ ー ス 村 「セ ッッ ル メ ン ト」ThePapworth

VillageSettlementノ ・ケ ン ブ リッヂ郊 外 二 在 ル

有 名 ナ ル 結 核 患 者 ノ職 業 「コ ロ ニ ー 」デ ア ル 。 此

中 一 ア ・し結 核 病 院(1935年 設 立)・ ・1人 室 、2人

室 、4人 室 、8人 室 デ ア ル 。 猫 外 科 病 院(1936

年 設 立)ノ ・1-4人 室 デ ア ル 。

米 國 デ覗 察 シ タ病 院 ノ中 一 ウ ヨー ク ノ ニ ウ メ ヂ

ヵ ル セ ン タ ーNewMedicalCenterノ 結 核 部

デ ・・2人 室 ト4人 室 デ ア ル 。

米 國 ガ其 新 式 テ誇 ル ハ ド ソ ン縣 結 核 病 院Hud-

sonCountyTuberculosisHospitalデ ・・1人

室 、2人 室 、3人 室 、4人 室 ノ四 種 デ 各lvノ 間

ニ ノ・「ヵ 一 テ ン」ガ ア ツ テ 必 要 ノ時 ニ ノ・之 デ隔 離

ス ル ヤ ウ ニ ナ ヅ テ 居 ル。

ニ ゥ ヨ ー ク近 郊 二 在 ル、 バ レー ビ.、 一療 養 所

ValleyViewSanatoriumデ ・・1人 室 ト2人

至 ト ア ア ル。

ロ ス ァ ン ゼ ル スLosAI〕geles二 荘 ル オ リー ブ ・

で ユ=療 養 所01iveViewSanatoriumハ 古 イ

病 室 ハ 「ベ ラ ・ グ」式 ニ ナ ツ テ 居 テ30人 位 一 緒

二居 ル塵 モアルガ 新築 ノ外科病 室(外 科結核 手

術者 ヲ牧容 ス)ノ・全部1人 室 デアル。

以 上 ノ結核療養 所及 ピ病院 ノ・決 シテ贅澤 ナ病人

ガノ、イル庭 デノ、ナ ク、 ソ ノ費用 ハ大部分疾病 保

瞼或 ヒノ・公共 團艦 カラ 支出 セラ レル モ ノデ ァ

ノレo

是等 ノ施設 テ見ル ニ古 ク建 テラ レタモ ノノ・1室

二多人撒 ヲ牧容 スルモ ノガアル ガ、新 シク造 ラ

レタモ ノデノ・大 部分6人 室 ガ最大 デアル。 自Pチ

昔 ノ如 キ大病室OpenWardノ 、不適 當 ト看倣 サ

レルニ至 ッタ。 私 ノ東 京市療 養所 二於 ケル経 験

カラモ大病室 二在 ツテ下熱 シナカ ヅタ患者 テ小

病 室 二移 ス事 ニ ョツテ下熱 シタ例 ・・澤 山 アル。

米國結核協會 デノ・重症患者 ノ・4人 以 上 ノ病 室 二

置 ク可 キ デナ イ トシテ居ル。

4・ 大小病 室 ノ比率

重 症患者 ハ個室 二牧容 シ輕症 患者 ハ2人 以上 ノ

室 二置 イテモ ヨ イト云 フ事 ガ各國共通 ノ方針 デ

アル。

掲 逸 ノ ブ ラ ンデ ン ブ ル グ結 核 病 院DasBran・

denburgischeTuberkulose-Krankenhausデ

ノ、6脈 室3、2鉢 室4-5、1豚 室2ノ 割 合 二建

7フ ソ ア ア ル 。

米 國 デノ・如何 ナル考 へ方 テ シテ居 ルカ、米國 ノ

療養所 デハ患者 テ病 状 ニ ヨツテ次 ノ三種類 二分

類 シテ居 ル。

1・ 重症患者BedorIn且rmaryCases病{休 二

於 テ規則的看護 ヲ必要 トスル モ ノ

2・ 中等症患者Semi-AmbulantCases
、 食 堂

等 ニハ行 ケルモ未 ダ散歩 テ許 サ レザル者

3・ 輕 症患者AmbulantCases 、毎 日指示 セ ラ

レタ量 ノ蓮 動 テナ シ状態 ガ ヨクナ レバ更 二蓮動

ノ量 テ檜加 シ得 ラ レルモ ノ

扱 以上 ノ患者 ラ如何 ナル割 合 二牧 容 スルヤウー

療 養所 テ設計 ス可 キ デァル カ ト云 フ事 ハ療養所

ノ性質 二 ・ツテ異 ルガ、大膿 カ ラ云へ・・以前 ニ

ハ全病 抹数 ノ20%ラ 重 症患者 ノタ メニ用意 ス

レバ ヨィ事 ニナ ツテ 居 タガ
、1926年 米 國結核

協會 ノ褒表 デノ・、
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重症 用病Mc40%以 上

中等症 用病 躰35%

輕 症 用病躰25%

ノ割 合 ニナ リ更 二1929年 ニノ・同協會ノ・=次ノ如

キ割合 二攣更 シタ。

重症用病 休60%

中等 症用病躰20-25%

輕 症 用病躰15-20%

此 攣 更 ハ指 導的立場 ニ アル療養所 ノ椹威 ノ要望

二沿 フ 爲 デ アツタ。 即 チ 重症用病躰 ノ 割合 ガ

著 シク檜加 スル傾 向ラ示 シテ居 ル。 之ノ・決 シテ

輕症 患者 二比 シテ重症患者 ガ檜加 シタ ノデノ・ナ

ク、治療 方針 進歩 ノ結果 デアル。

重症患者病棟InfirmarySectionデ ・・

35?,Jl1人 室 、残 リノ・圭 トシテ2人 室、
ノ

其他 二少数 ノ3-4人 室 テツ クル。

参 考 ノタメニ東京市療養所 患者 ノ昭和12

年8月20日 現 在 ノ病 状 ノ割合 ラ示 セバ

重症患者74%

中等症患者17%

輕症 患者9%

5.病 淋 ノ虻 べ方

病 室ノ・凡 テ南側 二取 リ廊下 ノ北側 ニノ・他

ノ室 ヲ トツテアル ノガ大部分 デ アル。 柄

室 内 ノ病躰 ノ虹 べ方 テ分類 スレバ大罷 二

於 テ次 ノ四種類 トナ ル。

理想的 二云 ヘ バ(1)ガ 最 モ ヨク遡 こスノ

チーz-'リ。ヒ治療所、 巴里 ノ近 〃ニ アルZヱ 三望一

ンビル 療養所、 英 國 バ ツボー スセッツル メ ント

内ノ療養所 等、何 レモ新式 ノ療養所 デ アル ガ(1)

ノ如 キ病 休 ノ配列 テナ シテ居 ル。唯 此式 ニ ヨル

ト建 築全膿 ガ幅 ノ狭 イ東西 二長 イ型 トナル。

(2)(4)モ 新 式 ノ療 養所 デ用 ヒラレテ居 ル。讐

ヘ バホー エ ンクル グ結核病院及 ビてラL三え三ご

ル グ結核病院 等 ノ如 クデ アル。 此二者共 二掲逸

デ其新設備 ヲ誇 ル結核病院 デ アル。

新式 ノ病院 デ(3)ノ 如 ク病躰 テ拉 ベ タモ ノノ・絵

リ多 クナ1ガ 聖 ア ント三2Lム 病 院 内ニバ カ ・ル

配列 ノ病 室 ガ アル。

13
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第 七章 軍 位 病棟Krankenstation

1.軍 位 病 棟 ノ大キサ

大療養所 二於 テハ病人 テ幾 ツカ ノ嘔分Station

二別 チテ之 テ治療 看護 ノ輩位 トシナ ケレバナ

ラナィ、 此隔分 テ如何 ナル大 キサニ スル カ ト云

フ事 ハ看護拉 ピニ人員経 濟上非常 二必要 デ アル

カ ラ療 養所 設計 ノ際 二愼重 二考慮 シナケ レバナ

ラナ ィ、掲逸 ノプロ イニ ング博士Dr.Br5uning

ノ・一幅分 ノ患 者数 ノ・25-30ガ 最 モ 適 當 デアル

トシ、 之以 上 ニナル ト:t{任看 護婦Stations-

schwesterガ 患 者 テ個人的 二十分世話 スル事 が

出來 ナ ィ シ、叉患者 ノ氣 持 モ落着 カナ イ ト云 フ。

而 シテ此 一匠分 二封 シテ主任 看護婦1名 、補 助

看護婦2名 、雑役婦2名 ラ置 イテアル。又 」7じしと

デ ンブル グ結 核病院DasBradenburgische

Tuberkulose-Krakenhausデ ハ各囁分 ノ・33-34

、休 デ之 ガ看護作業 ノ最大限 トシテ居 ル。東京 市

療養所 デハ人員経濟 ノ貼 カラ看護 上 ノ鋏鮎 ハ ア

ル ガ45-50封 木 トシナ ケ し!バナ ラナ イ。

各輩位病棟毎 二次 ノ室 ガ必要 デ アル。

2.小 料理室StationskUehe,Stations一
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verteiUkUehe

中 央大 料理 室 ノ外 二 各病棟 二 小料理室 ラツ ク

ル、此小料理 室 ノ機能 ニハ種 々 ナル程 度 がアル

ガ機能 ノヨイモ ノノ・中央料理 室 デツ クラレタ食

餌 デ此 塵 デ各病 人二適合 スル ヤウニ攣 化 スル ノ

デ アル.機 能 ノ少 イ小料理室 ノ・軍 二食餌 ノ分配

或 ヒバ暖 メル位 ノ程度 デアル。

3.食 堂

明 ル ク通 風 ノヨイ、患者 二快感 テ與 ヘル ヤウー

設計 スル。食 卓 ハ4人 、6人 毎 ニー 卓 トスル方

ガヨf。 從 來 ノヤウナ長 イ食卓 一多人数拉 ブノ

ノ、ヨクナ ィ。

食堂 ノ人 ロ ノ近 クニ患者 ガ食 前二集 マル タメニ

集會室 ヲツ クル、 此塵 ニハ手洗場 テツクツテ置

ク.ブ ラ ンデ ンブル グ結 核病 院 デノ・廊下 ノー部

ラ廣 クシテ之 二用 ヰテヰル。

4.讃 書 室象娯樂室

食堂 二績 ケテツクル、 嚴選 セ ラレタ書籍 ト数種

ノ娯樂器具 テ備 ヘル、猶 手紙等 テ書 クタメ ノ机

テモ用意 スル。

5.浴 室

現在東京市療養所 デノ・全 患者 ヲー浴室 二集 メテ

居 ル ガ、各病棟毎 二設備 シタ方 ガ ヨイ。

6.洗 面所

敏米 ノ療養所 デハ患 者1人 毎 二取 リ付 ケ ノ洗面

器 ガー ツ宛 アル。掲逸、瑞 西 ノ療養所 デノ・室 内

二備へ付 ケテ アル カ ラ4人 室 ナ ラ4箇 アル繹 デ

アル。佛 蘭西 ノ新式療養所 デノ・既 二述 ベ タル如

ク5人 病 室 ノ集 合 デ アルガ各2病 室 ノ間 二10

箇 ノ洗面器 ラ備 ヘタ室 ガ置 イテアル。

我 國 ノ公立療 養所 ノ建築費 ノ程度 デハ各人 二備

へ付 ケノ洗面器 テ設備 スル繹 ニハユ ヵナ ィ シ、

叉激 十 人 ノ患者 二封 シテ数個位 ノ洗面器 デノ・

病 入.ノ潔癖 感 カラ使用 シナ イ故 二洗面 用 ノ「流

シ」テ設 ケ タ方 ガ實 用的 デ アル。

7.清 掃器 具 ヲ入 レル室

汚水 テ流 スヤウニ設 計 シナ ケレバ ナ ラナ ィ。多

クノ療養所 デハ小 サ スギル カラ十分 ナ廣 サ テ ト

ルヤ ウー スル。

8.看 護婦勤務室及宿直 室

重症患者 二封 シテハ絶 エズ注意 ラシナ ケ レバナ

ラナ ィ故 二重症室 ノ近 クニ置 ク ト同時 二其病棟

二出入 スル人 テ監硯 スル ニ便利 ナ位置 テ選 バ ナ

ケ レバナ ラナ ィ、此塵 ニノ・電 話拉 ビニ患者 ヨ リ

ノ「シグナル」テ用意 スル。

9.盤 員室

歩行 シ得 ル患者 ノ診察或 ヒノ・氣 胸等 ノ庭置 テス

ル外、病歴 ノ整理、 讃書等 テナ スタメニ診察用

毫、診察用 「ベ ツ ド」、机、戸棚等 テ備 ヘ ル。

10.備 品 物置

一病棟 ノ患者50人 トシテ約5坪 テ要 ス
、此中

二適 當 ナル戸棚 ヲ入 レル
。

11.患 者 所持品 ノ物置

病室 内 二於 ケル患 者 ノ所持 品 ハ出來 ルダ ケ制 限

頭轍 ノモ ノノ・各人別 ニツ クラレタ物置 内 ノ錠

付戸棚 中一入 レテ オカナクテノ・ナ ラナ イ。之 ハ

病 室 内 ノ整頓清潔上緊要 ナル事 項 デ アル、各患

者 二用意 セ ラルベ キ容積 ノ・東京 市療 養所 ノ経験

ニ ヨレバ患者1人 二就 キ縦ITs'7寸
、 横2」 〈、

奥行3犬 位 デ アル。

患者 ノ衣類 戸棚 ハ掲逸、 フラ ンス ノ新式療養所

デノ・殆 ン ド凡 テ 廊 下 ノ壁 ノ 中 ニツ クラ レテ ア

ル。 此衣服 戸棚 テ欧洲式 二壁 ノ中 ニ ヅクル ヵ或

ヒノ・什器 トシテ置 クカ ト云 フ事 ハ米國 デハ議論

ガ別 レテ居ル ガ最近 デノ・什器 トシテ室 内二置 ク

方 ガ ヨイ ト云 フ風 二傾 イテ居 ル。 ロス ア ンゼル

五 ノゴZ二 之ユコ療養所 ノ出來 タ許 リノ病室 デ

ノ・什器 トシテ室 内二置 イテ アツタ
。

客 璽込 二在 ル乏三ニ リLz上市立療養 所 ノ病棟 ヲ新

築 スル ニ當 リ衣類 戸棚 テ病 室 ノ内外何 レニ置 ク

カニ付 イテハ中々論議 セ ラ レタガ署長 へベ ル リ

氏Dr・H5berliノ 主張 ニ ヨツテ 内部 二 置 クヤ

ウニナ ツタ。外部 二置 ク ト云 フノハ病室 内 ノ室

氣 テ汚染 シナ イ ト云 フ理 由 デ アル。

ロ ンドン郊外 二在 ル ヂ.一 ヂ五世療養所 デ ハ 患

者 ノ衣服戸棚 ノ・各病棟毎 二1室 二入 レテ ア リ、

ソ ノ戸棚 ノ・金屡性 「チュー ブ」デ出來 テテ リ、内容

ガ外 カラ見 エル、猫 ソ ノ室 ノ中央 ニノ・熱湯 テ通
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シタ「パ イブ」ガ アツテ濡 レタ外套 等 ラ乾 カ スニ

用 ヰ ラレテヰル。

必 上 ノ外 二必要 ナル室 ハ次 ノ如 クデ アル。

12.附 添 人室

13.氷 室

14.食 器 消毒室

15.喀 痩 清毒室

16.小 洗 濯室

17.患 者 鼓二職員便所

猶病 室 ラ清潔 ニ スル タ メニ内外 ノ履物 ヲ別 ニ ス

ル必要 カラ病棟 ノ入 ロニ履 物 ラ換 ヘル場所 テマ

ク リ此所 二履物箱 ラ置 ク。

廊 下 幅 ハ 掲逸 デハ2.30「 メー ター」、 米國 デ

8呪 以上 テ標準 トシテ居 ル。

第 八 章 静 臥 用 「ベ ラ ン ダ 」ノ 問 題V6randa,Liegehalle,CurePorch

1.「 ペ ラ ンダ」ノ位置

結 核療養所 二於 テ如何 ナル「ベ ラ ンダ」ガ最 モ適

當 デアル カバ今 日未 グ解決 セラ レザル難 問題 デ

アル。從來 多 クノ療 養所 ハ病 室 ノ探光、通風 ラ

顧慮 シナィデ必 ズ病 室 ノ前 二「ベ ラ ング」ラツク

ツタ。瑞西 二在 ル大部 分 ノ療養 所 ヤ之 ヲ眞似 タ

掲 逸 ノ療養所 ガ多数此式 ラ探 用 シテ居 ル。

ベ ル ベ デ ー レ療 養 所(1ノ ー ザ ソ)

大 艦 「ベ ラ ン グ 」ノ位 置 ト シ テ ハ 次 ノ三 様 式 ガ 考

ヘ フ し!ノレ
o

〈1)病 室 ノ前

(2)病 棟 ト分離 シテ庭 園内或 ヒノ、森林中 二置 ク

(3)病 室 ノー翼或 ヒノ・雨翼

〔1〕病室 ノ前

殊 二重 症患者 二封 シテ便利 デ ァルガ後 ニ アル病

室 ノ探 光、通風 上 ノ鋏瓢 ガ生 ズル。 之 ラ緩 和 ス

ル爲 二病 室 ヤ「ベ ランダ」ノ幅 テ狭 ク シタリ、或

ヒノ、静 臥用露毫Liegebalkonノ 型 ニ シタ リシ

タ、 グボ スニ在 ルチュー リ,ヒ 治療所Zttricher

Heilst琶tteノ 、病室 ノ前 二「ベ ラ ング」テ ツクリ同

時 二病 室 ノ幅 ヲ狭 ク シテアル。

病 室 ノ前 二「ベ ラングJテ トツテ居 ル代表的 ノ新

シイ療 養所 テ暴 グ レバ伯 林市立 結核病院、 ベー

リ。ツ治療所 ノ結核病棟 、 ケ ンブ リ。ヂ郊外 二在

,ル パ。ポ ー ス・セ。ツル メ ント内 ノ療 養脈 或 ヒバ

弘ウー ヨー クノ近 クニ 在 ルバ レ_ビ 、、_療 養所

等 非常 二澤山 アル。殊 二後者 ノ如 キハ 廣 イ「ベ

ラ ンダ」ノ後 二狡 イ 病室 ガ アリ、 「ベ ラ ンダ」ガ

主 デ病 室ノ、附属 ノ感 ガ アル。1日 ノ大部分 ノ、「ベ

ラ ンダ」デ過 シ、衣服 テ更 ヘル 時等 二病 室 テ利

用 スル。

㎎
傍 続

拠 .紅 彦 男

難 、

パッポ ー ス ・セッツル メ ソ トニ 於 ク ル 結 核 病 院

(男子部)

〔2〕「ベ ラング」テ病 室 ト別棟 ニ ツ クル場合

森 ノ近 ク等、静 カナ塵 二置 ク ト如何 ニモ ヨサ サ

ウデ アルガ、重症患 者 ラ相當牧容 シテ居 ル療養

所 デハ往復 ガ不便 デ アル シ、.叉監督 上 ノ欲陥 モ

生 ジ易 イ、此式 ハ新 シイ療養所 ニハ ナ イガ'伯林

市立結 核病院 ノ茜館 ノ方 二在 ル。

〔3〕ヲ丙棟 ノ3奪一ツ クノレ

之 バー 側 二取 ル場合 卜、雨翼 二取 ル場合 トガア
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ル、 掲逸 ノホー エ ンクルー グ結核病院
、 ブ ラン

テーンフ=クル グ結核病院 デハ 各階 ノ雨翼 ニ ツク

リ、tL 一ランス ノフランコンビル療養所 デノ、各 階

ノー側 ニツ クツテ居 ル、猶前二 療養所 デハ「べ

之ラソデソブルグ結核病院(南 面)

著

ダ

ホ ー エ ソ〃ル ー グ結 核病 院

ラ ンダ」ノ椅 子 テニ列 二 拉 ベ テアノし、之ハ幅 ノ

廣 イ短 カ イ「ベ ラ ング」テツクル事 ニナツテ建 築

上 カラモ ヨイ、 ブラ ンデ ンブル グ結核病 院 デハ

後列 ノ椅子 ラ拉 ベル腱 ガ30糎 高 クナツテ居 ル。

ブ ラ ソデ ル ブル グ結 核 病 院 南 面 「ベ ラ ソダ」

ら

室二三∠2ル ー2結 核病院南面「ベランダ」

ホ ー エ ソ クル ー グ結 核 病 院 南 面 「ベ ラ ンダ」

聖Z∠ 上 三一2L■一病 院 「ベ ラ ンダ」

Z之 ≧三 ンビル療養所長 ドー ブ ランシェ氏Dr.
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Dovraincheノ 「ベ ラ ンダJ二 關 ス ル 意 見 。

(1)「 ベ ラ ング 」テ病 室!前 二 トル 場 合 ニ ノ、病 室

ノ幅 モ 、 亦 雨 ノ吹 キ 込 ム ノ ラ 防 グ爲 一 「ベ ラ ン

グ」ノ幅 モ 各4米 以 上 ラ 要 ス ル 、 斯 ク ス ル ト ド

ウ シテ モ 病 室 ガ 暗 ク ナ リ、 猫 ソ ノ上 一 「ベ ラ ン

ダ 」一 出 テ 居 ル 患 者 ノ動 作 ガ病 状 ノ タ メ 「ベ ラ ン

ダJ二 出 ラ レ ナ イ デ 病 室 二 残 ツ テ 居 ル 患 者 ノ安

静 二 障 碍 テ與 ヘ ル 。

(2)病 棟 ト離 シ テ ツ ク ル ノ ノ、、 不 便 デ ア ル シ 叉

監 督 上 カ ラモ ヨ ク ナ イ σ

(3)病 棟 ノ翼 ニ トル ノ ガ 「ベ ラ ング 」ト シテ ノ、最

モ 適 當 デ ア ル 、 雨 翼 ニ トル トー 側 ニ ツ ク ル 場 合

ら 比 シ テ 監 督 上 二 倍 ノ人 員 テ 要 ス ル 故 二 、 人 件

費 ノ上 カ ラー 側 ニ ツ ク ル 方 ガ ヨ イ 。

以 上 ガ ド ウ ブ ラ ン シェ氏 ノ意 見 デ ア ル ガ、米 國 ノ

病 院 建 築 ノ権 威 デ ニ ウ ヨ ー ク市 病 院 局 長 ラ シ テ

居 ル ゴ ー ル ドウ 、タ ー 氏Dr.Goldwater,Co-

mmissionerofDepartmentofHospital,

CityofNewYorkモ 亦 「ベ ラ ン タ"」テ病 室 ノ前

ニ トル ト病 室 ノ探 光 ガ 不 十 分 ニ ナ リ、 叉 夏 ・・暑

ク テ 「ベ ラ ン グ」二 出 ラ レ ナiカ ラ、 ヤ ノ、リ雨 糞

ニ トル 方 が ヨ イ ト云 ツ テ居 タ。

2.「 ベ ラ ン ダ」ヲ 硝 子 張 ニ ス ル 事 二 就 テ

EnclosingPorchWithGlass

「・ぐ ラ ンダ 」テ 「ス ク リー ン」ニ ヨ ツ テ蚊 ヤ蝿 カ ラ

防 グ事 ノ・以 前 カ ラ行 ノ・レ テ 居 タ ガ近 年 ニ ナ ツ テ

カ ラ雨 雪 ノ降 リ込 ム ノ テ 防 グ タ メ ニ 「ベ ラ ン ダ ∫

テ硝 子 張 ニ スル 事 ガ 問 題 ニ ナ ツ タ、 冬 季 雨 雪 ノ

多 イ地 方 デ ハ 吹 キ 曝 シ ノ「ベ ラ ン グ 」デ ノ・相 當 長

イ時 間 「漣 ラ ンダ 」ノ使 用 ガ出 來 ナ イ。 之 テ 防 グ

タ メ ニ 「カ ン バ ス 。カ ー テ ン」ヲ使 用 シ テ 居 ル 塵

ガ ァ ル ガ、 「カ ー テ ン」テ 用 ヰ ル ト此 取 扱 ヒ ガ看

護 婦 ニ ト ツ テ相 當 大 キ ナ 仕 事 ノ量 ニ ナ ル シ、「カ

ン バ ス」ノ、2-3年 毎 二 新 調 ノ必 要 モ ア リ、 猫 張

風 ノ際 二 「カ ン バ ス 」ノlil]ク音 ガ病Jv二 焦 燥 ノ感

子起 サ セ ル 。

カ ウ 云 フ爲 二 新 シ イ療 養 所 デ ノ・「ベ ラ ン グ」テ硝

子 張 リ ー ス ル 事 ガ 行 ノ、レル 、 憲 ノ型 ノ、色k二Il

夫 セ ラ レル ガ 米 國 デ ハProjectingorAwning

Typeガ ヨ イ ト セ ラ レ テ 居 ル 、 風 雨 ノ 時 ニ ノ、

AwningTypeガSlidingSachesヤCasement

TypeWindowtヨ リ 内 部 二 封 ス ル 「ド ラ フ ト」

ガ 少 イ タ 遥二、 長 イ間 開 ケ テ オ カ レ ル 利 黙 ガ ア

ノレo

欄 間以上 二在 ル憲 ノ開閉 ハ 患者 ガ 勝 手 二「コ ン

トロー ル」 シナ ξヤウニスル、看護婦 ガ ー齊 二

開閉出來 ル ヤウニ ス レバ便利 デアル、此虞 ノ硝

子 ノ、特 別 二「カ セ ドラル」硝子或 ヒバ「フロー レ

ンタ イ ン」硝 子CathedralorFrorentineGlass

テ用 ヰテ居 ル虎 モ アル。

硝子張 ニスル費用 ハ「ベ ラ ング」ノ幅 テ狭 クスル

.夢ニヨツテ補 フ事 ガ出來 ル。硝 子張 リヲ シナ イ

「ベ ラ ング,OpenPorchデ ノ・雨雪 テ防 グタ メ

ニ14-15択 テ 要 スル ガ硝子張 ノ「ベ ラング」ナ

ラバ9択 デ十分 デ アル。 猫此深 サナ ラバ 「ベ ラ

ング」ノ後 ニ アル 病 室 ノ探 光、通 風上 ノ鉄黙 モ

或程度迄緩 和 スル事 ガ出來 ル。

硲子張「ベラソダ」(東京市療養所)

3.「 ペ ラ ンダ」ノprivaey二 就 テ

「ベ ラ ンダ」二於 テモ多人数 一緒 二居 ル ト云 フ事

ノ・御互 ヒニ心禰 ノ 安静 テ 妨 グル 揚合 ガ少 クナ

イ。殊 二氣 質 ノ合 ・・ナ イ患者 同志 ガ同 ジ「ベ ラ

ング」二静臥 入ル時・・之 ガ 甚グ シイ。 べ.一リ・
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ツ治 療所 ノ結核病棟 デノ・病室 ノ 前 二長 イ「ベ ラ

ング」テツクツタガ後 カ ラ病室毎 ニ ソノ前 二壁

Screenテ 設 ケタ、米 國 ノバ レー ビュー療養所 ノ

「ベ ランダ」モ同様 デ アル
。 米 國 デハ此 「ベ ラ ン

グ」ノ「スク リン」ノ高 サテ 低 ク シ所 謂Sneez

Screen卜 云 フ型 テ号案 シタ。之 ・・臥位 デ咳漱

テ シテモ隣 リノ患者 二咳漱 飛沫 テカケル コ トハ

ナ ィガ、1b;'..,ド1ノ ーヒニ 坐 レ バ 周園 子眺 メタ

リ、或 ・・隣 リノ患者 ト話 テスル事 ガ出來 ル。「ベ

ラ ング」ノ「スクリ ン」ノ・病人 ノ望 ムPrivacyラ

目的 トスル モ ノデアル ガ、其 上 二「ヘクリ ン」ニ

ヨリ病"木 テ近接 セ シメ ラレル カ ラ面積 テ廣 ク用

ヰル事 ガ出來 ル。

ブラ ンデ ンブル グ結核病院 ハ「ベ ランタ'」ノ構造

一 ツ イテ非常 二苦心 シタ跡 ガ見エル ガ
、眈病院

デノ、雨翼 二在 ル大 「ベ ランダー1、病室 ノ前 二在 ル

特殊 「ベ ラング」ノ外 二病室 ノ近 クニ小 「ベ ラン

グ」ガ設 ケテ アル。 之ノ、「ベ ラ ング」テ 幾 ツカニ

別 ツt二=ヨ ツテ患者 ノPrivacyテ 保 ツ「i{Lガ出

來ル タメデアル。

4.特 殊 「ベ ランダ」二就 テ

〔1)ド スケ式SystemnachDosquet

或 ノ・ドスケ室Dosquet-Zimmer

特 別 二「ベ ラ ンクーラ ツ クラナ イデ、病 室 ノ外面

テ廣 ク開 ク構造 デアルガ、之 デノ、結核 治療 中重

要 ナ要 素 デアル大ノ颪療 法 テ ト分 二施 行 スル事 ハ

出來 ナ{.結 核 患者 ノ巾 ニハ凡テ ノ天候 ノ下 二

大氣療 法 テナ シ得 ナ イ者 ガ澤山居 ル。 ドスケ室

デノ・是等 ノ患者 ノ病 状 ノ相違 ラ顧 慮 シナ ィデー

様 ナ大氣療 法 ラスル事 ニナル。故 二或患者 ニハ

大氣療法 ガ不 十分 デアル ト同時 二他 ノ患者 二封

シテノ、刺戟 ガ張過 ギル事 ニナル。随 ツテ ドλヶ

室 二於 ケル大氣療 法 ハ「ベ ラ ング」二於 ケル大氣

療法 ト同債値 デハナ ィ。

此 ドスケ室 テ以 テ「ベ ラ ンダ」二換 ヘル事ノ、伯林

市立結核病院長 ウル リ,チ ー氏拉 ニプロ ィニ ン

グ氏等 ノ権威者 ガ反封 シテ居 ル。

(2)北 面 ノ「ベ ランダ」

夏向 キ ノ「`"'ラング」1・シテ適常 デ ァル許 リデナ

ク熱、 光線 二敏感 ナ患 者或 ヒバ特 二安静 ラ要 ス

ル病人 二適 常 デ アル、北面 「ベ ラ ンダゴノ・ウル リ.,

だ ・k困 羅

扉 下 伽フ

伯 林 市 立 結 核 病 院 二於 ク ル南 面及 北 面 「ベ ラ ンダ」

ホ ー エ ソ 〃ル ー ゲ結 核 病 院 北 面 「べ ラ ン ダ」
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/
〆

賃麿●■

イ臨

の●●

膚

食

走二三∠zノ ヒぞ結核病院北面「ベラソダ」

憂

♂

盈

髪

.__.戸 、『P.__」 ド

ホーエソクノレーグ結核病院二於ケル南面及

北面「べ'ラソダ」 ・

チー氏 ノ創始 シタモ ノト云 ・・レルダ ケアツテ伯

林市結核病 院 ノ新築病棟 二・・南北雨面 二「ベ ラ

ング」ガ'ツクツテアル。 又 ホー エ ンクルー グ結

核病 院 モ北面 「ベ ランダ」テ有 シテ居 ル。

北面 「ベ ラ ング」ノ構造 上 ノ注意 トシテ其 内側 二

在 ル廊 下 テ暗 クシナイ爲 二幅 ヲ独 クシ、 臥椅 子

バー列 トシ天井 ニハ特 二明 ルイ塗料 テ用 ヰル ヤ

ウニ ス可 キデ アル。

(3) .ブラ ンデーンプル グ結核病院 二於 ケル

特殊 「ベ ラング」

ブ ランデ ンブル グ結核病 院 ノ新築設計 二 當 ツ

テ、 「ベ ラング」二關 シテノ、特 二 研究 テセラ レ

タ。印 チ病 室 二探光、通風 上 ノ障碍 テ起 サナ ィ

デ而 モ重症患者 ノタメニ 病 室 卜接緬 シタ「ベ ラ

ンダ」ラ如何 ニ シテツクル カ ト云 フ問題 デ アル。

此研究 ノ結果1-4人 室 デ・'出 來 ナfガ6人 室

デハ之 ガ可能 デアル ト云 フ結 論 二達 シタ、然 シ

重症患 者6人 テー室 二入 レル事 ノ・不適 當 デ アル

ト云 ノ・レテ居ル故 二病躰 ノ置 キ方 テ次 ノ如 ク シ

テ此映貼 テ補 ツタ。

ブラソデソブルグ結核病院二於ケル6人

病室及同病室附團 「ベラソダJ

プラソデ ソプルグ結核病院6人 室附隔 「ベランダ」

猶此6人 室 「ベ ラ ング」ノ・一般 「ベ ラング」ト同償

値 デァル ヤ否 ヤ、即 チ室氣 ノ沈滞 ノ・ナ イカ、或 ヒ

ノ、温度 ガ上昇 シテ敏感 ナル患者 二障碍 テ與 ヘハ・

シナ ィカ ト云 フ黙 デアル ガ、是等 二關 シテハ天

候及 ビ日光 二封 スル適 當 ナル庇護蚊 二通風 二就

イテ特別 ノ構造 ガ考慮 セ ラし・テ アル、」又「ベ ラ}

ダ」ノ腰 壁 ヲ普 通 ノ不透過性 ノモ ノニ スル ト患

者 ノ氣持 ノ上 カラ云 ツテモ不愉快 デ アル シ叉患.
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者 ノ横 臥 シテ居 ル室氣層 二室氣 ノ沈滞 テ來 ス。

若 シ腰壁 テ取 リ去 ル ト通氣(Draft,Zug)テ 感

ジ或 ヒバニ階以上 ノ「ベ ランダ」デノ・病人 ニヨツ

テハ眩量 テ感 ズル。是等 ノ鋏黙 テ除去 スル爲 一

腰壁 テ簡 易 二開閉出來ル ヤウニ シテ アル、更 二

日光、風雨 テ遮蔽 スル タメニ特 別 ノ「スク リン」

ガ工夫 ヒラ レタ.之 ノ・木製牛透 明 デ而 モ室氣 テ

通 ス物質 デ ツクラ レテアル。

5.「 ベ ラ ンダ」構造上=、 三 ノ注 意

「ベ ラ ンダ」ノ南面 ノ・廣 ク開放 セ ラ レテ居 ルガ
、

北方 ニモ憲 テ設 ケテ此開閉 ニ ヨツテ通風 ラ制御

スル ヤウースル。 「ベ ラング」ハ凡 テ ノ患者 ガ随

時利用 シ得 ル ヤウニ シナ ケ レバ ナ ラナィ、故 二

人 工照明 テ十分 二設備 スル必要 ガ アル。

「ベ ランダ」ノ臥椅子 ノ撒 ノ・掲逸 ノ結核病院 デノ・

其療養所 ノ病休 ト同撒、米國 ノ結核協會 デノ・60

%テ 必 要 デアル トシテ居ル ガ、東京市療養所 ノ

現状 ヵ ラ計算 スル ト1.170抹 二封 シテ約470(40

%)テ 要 スル、此計算 ノ・安静度 第4、 第5ノ 全

撒 、及 ビ第3ノ 牛撒 ノ和 デアル、北側 ノ「ベ ラ

ング」ノ大 キサノ・補助的 ノモ ノデー定 ノ標 準ノ・

ナ ィ。

(註)東 京市療養所 二於 ケル患者 分類法

第一安静 絶 封安静

第二 安静 「ベッド」上 二坐 シ得 ル者

第 三安静 便所 二行 ク事 テ許可 セラ レタル者

第四安静 食堂、慰 安室 二行 ク事 テ許可 セ ラ レ

タル者

第五安静 戸外散歩,職 業療法 テナ シ得 ル者

第九章 讐療部

近年結核 ノ診断及治療 ノ方法 ガ著 シク籏大 セ ラ

レタタメニ之等 二要 スル室 ノ数 モ多 クナ ツタ、

之等 ノ室(診 察室、 「レン トゲ ン」室、手術室、

研究 室等)ノ・出來 ルダケ 近接 セ シメテ造 ラナ ケ

レバ ナラナ イ。

1.診 察室

廣 クツクツテ馨長 ガ此塵 デ馨 員 ト共 二重要 ナ或

ノ・診断困難 ナノし患者 ノ診察 テナス、此室 ニノ・大

ナル「レン トゲ ン」観察装 置 テ設備 スル、此 「レン

トゲ ン」観察装 置 ニハ2種 類 アツテー ツハ「フt,

ル ム」テ観察 スル モ ノ、 一 ツノ、「レン トゲ ン、 ペ

ー パー」テ見 ルモ ノデァル、前者ノ・透過 光線 テ

以 テ シ、後 者ノ・反射 光線 テ用 ヰル。診察室 ノ上

下隣 ニハ騒音 テオコス室 ラ置 イテハナ ラナ ィ。

其 壁及 ビ戸 ハ防音 ノモ ノテ用 ヰル、 此大 診察 室

ノ外 二醤員 ノ・各 自ノ病棟 二小診察室 テ有 シテ居

ル ワケテ アル。

2.圖 書室

輩 二結核專 門 ノ文 献 ノミナ ラズー般馨學 ノ文獣

ガ必要 デ アル。

3.手 術室

近年 二於 ケル肺結核治療 ノ・外科 的方面 二於 テ大

ナル進歩 テナ シ歓米 二於 テノ・療養所 ノ外科 二屑

スル領域 ノ・著 シク旗大 セ ラレタ。 故 二結核療養

所 ノ手術室ノ・完備 セルモ ノラツ クリ猫 ソノ上 二

特 殊設備 ラ必要 トスル。

特殊設備 ト云 フ ノハ必要 二慮 ジ電氣機構 ニ ヨツ

テ直 チニ暗 室 トナ シ得 ル手術室 デ ァル。之 テ胸

腔鏡室Endoskopieraumト 構 シテ居 ル。之 ノ・人

工氣胸療法 ノ大 ナル障碍 テナス癒 著 テ電氣焼 灼

ニ ヨツテ切断 スル タ メニ胸腔鏡Thorakoskop

ノ使 用 テ便 ニ スル タメデ アル、 カ ・ル手術室 ハ

ー面及 ピ天井 ノ・硝子張 ニナ リ
、電釦 一鰯天井 カ

ラ鎧 戸 ガ下 リテ手術室 テ暗黒化 スル コ トガ出來

ル・手術 室 ノ中 ニノ・「レン トゲ ン」爲眞観察装 置

ガ必要 デアルガ、 之ノ・器具 トシテ室内 二置 イテ

アル塵 モ アル シ、伯 林市立結核病院 ノ手術 室 ノ

如 ク壁 ノ中二入 レ込 ンデ アル虜 モ アル。立膿 爲

眞観察装置 テ備 ヘ ツケ レバ更 二手術 上便利 デ ア

ノレo

無 菌 手 術 室 ト有 菌 手 術 室Aseptischerundse-

ptischerOperationssalト ノ分 離 。
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膿 胸等 ノ手術 テスル場所 ト無菌 的手術 ヲスル室

トヲ分離 シテ居 ル病院 モ アル。 ベー リッツ治療

所 デノ・嚴格 二別 ケテ居 ル。然 シ結核療養所 デハ

之 テー緒 ニシテ居 ル方 ガ 多イ。

手術室 内 ノ壁 ノ色 ハ大部分 ノ病院 デノ'「ウル ト

ラマ リン」色 デアル。

手術 室内 二完 全 ナ暖房装 置 ノ必要 ナル'jl';ハ申 ス

迄 モナィ。

4.「 レン トゲ ン」室

大療養所 デノ・「レントグ ン」器 械 ガ澤 山 ア レバ便

利 デアル。 掲逸 ノホー エ ンクノL一グ結 核病院 ノ、

270ノ 病 躰 ヲ有 シテ居ル ガ、中央 ノ大容量 「tZン

トグ ン」器械 ノ外 二 男女 各病棟 二一 ツ宛 ノ透硯

用 ノ「レ ントゲ ン」器械 ヲ備 ヘ テ居 ル。

「レン トゲ ン」室 ラ建設 セ ン トスル時ノ、隣 接 セル

室(上 、 下 テモ含 ム)二 封 スル放射線 ノ透 覗 出封

シテ十分 ナル注 意 テ携 ハナ ケ レバナ ラナィ事 ハ

勿論 デ アル ガ、其外患者等 ノ出入 二 際 シテ「レ

ントゲ ン」室 二射 入 スル 光 ニ ョツ テ暗黒 二馴 レ

タル轡師 ノ眼 ヲ眩感 セザルヤ ウ設計 シナケ レバ

ナ ラナ イ。

ブラ ンデ ンブル グ結核病院 デハ「レントゲ ン」室

ノ患者待合 室 モ赤 イ「カー テ ン」ヲ掛 ケテ薄 暗 ク

シテアル。 之 ハ暗黒 ナ「レン トゲ ン」室 二入ル前

二患者 ノ眼 テモ馴 ラーへ"li.1・、 今 一ツノ、待合 室、

「レン トゲ ン」室間 ノ「ドァ」テ開 ケ タ際_一 光ガ

「レン トゲ ン」室 二射 入 シナ イタメ トデアル。

「レン トゲ ン」室 内 二於 テハ患 者 テ牛裸龍 ニスル

故 二冬期 ニハ暖房設備 ガ必要 デアル。

「レン トゲ ン」室 内ニハ患者 ガ多数出入 シ、暗黒

裡 二作 業 スル コ トガ多 イ、故 二、同室 テ使用 シ

ナ イ時 ハ 開放 シテ 日光 テ照射 セ シメタ方 ガヨ

f。

猫 「レ ントゲ ン」室 ノ換氣、乾燥 二就 イテモ特 二

注意 テ要 スル故 二設計 二當 ツテハ是等 ノ瓢 テ充

分 二考慮 二 入 レナ ケ レバ ナ ラナ{。 以前 ニノ・

「レン トゲ ン」室 ノ内部 ハ黒 イ塗料 ヲ用 ヒタガ今

E1デ ハ ソノ必要 ハ ナ ク、 寧 ロ明 ル イ色彩 ノ方

ガヨ{。

蔦 眞室(暗 室)

「レン トゲ ン」室 二近接 シタ トコ・ニ ック・レ・ 換

氣 テ注 意 シナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。 冬期現像液 等

ノ温 度下降 テ防 グタメー、暖房 装置 テ必要 ト人

ノレ0

5.日 光 浴室及空氣 浴室

從 來我 國 ノ公立療 養所 ノ・肺及喉 頭結 核患者 ノミ

ヲ牧容 スル事 ニナツテ居 ツ久 外科的結核 ガ合

併 セルモ・ノモ入院 スルガ肺結核 ノ病症 ガ進行 シ

テ居 ルモ ノガ大部 分 テ占 メテ居 リ、 日光浴 テナ

ス適慮症 ガ非常 二 少 ナ カツ タ。 慮 ガ昭和12年

二改正 セラ レタ結核 豫防法 ニヨル ト公立結核療

養 所 二牧容 セ 〉ル可 キ患者 ノ・傳染 ノ危瞼 アル凡

テ ノ器官 ノ結核 二振 大 セ ラ レタタメニ外 科的結

核 デ肺 ノ病竈 ナキカ、或 ヒバ之 ガ極 メテ輕微 ナ

ル者 ノ入院 モ増加 λルモ ノ ト見 ナケ し・バ ナ ラナ

イ、從 テ 日光浴 室 ノ必要性 ノ、從前 二比 シテ著 シ

ク増加 シタ。

ブラ ンデ ンブルグ結 核病院 ノ日光浴室拉 二室氣

浴室 ハ「ベ ラ ング」ノ屋 上 二東向 キニ ツク リ。前

面 ハ開放 サ レテ 居 ルガ 雨側 ノ・紫外線透過硝 子

Ultravitglasラ 用 ヰテ アル。

ず野

プラソデソブルゲ結核病院 一於ケル

日光及ビ空氣浴室

此 日光浴室 ・・骨結核、開節結核 ノ患者 二使用 シ、

同時 二看護婦 ノ静臥及 ピ其 屋上庭園 トシテ利 用

セラ レテ居 ル。

伯 林郊外 二在 ル聖7=≧ 上 ニ ウー入病院 デハ屋上 ノ

南 側 二「ベ ラ ンダ」テ ツクリ「ベ ラ ・タ」ノ背面即
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チ北 側 二無蓋iノ空氣 浴場 テッ クッテ ァル。

グボ スニ在ル チ、一 リ、.ヒ市立治療所 ノ外科 病棟

一ノ・雨翼 二外面全部 紫外線 透過 硝子 ラ張 ツタ立

派 ナ 日光浴室 テツク リ、風雨 ノ際憲 ラ全部 閉鎖

シタ場合 ニモ人工 的通 風 一 ヨツテ室内 ノ室氣 ガ

清潭 二保 タ レル ヤウニナツテ居ル。

米國 デハ 日光浴室及 ビ空氣浴室ハ屋上_ツ クラ

レ日光浴室 ハ無蓋 デ アル
、新式 ノ療 養所 デノ・各

階 二無蓋 ノ「テ レー ス」OpenTerraceテ ツ クツ

テ之 一用 ヰル。

米國最新式 ノ結核病院 デアル ハ ドソン ・カウ ン

チー結 核病院 ノ・ソ ノ例 デ各階 二天非 ノアル空氣

浴 室、之 二績 イテ無蓋 ノ日光浴室 ガツ クラレテ

アル。 日光浴及室氣浴 テ 人ル時患者ノ・裸 デアル

カ ラ周 園 カ ラ見 エナ イヤウー又嚴格 二男女別 ニ

シナケ レバナ ラナ イ。

近年 二至 ツテ青室或 ノ・白雲 ヨ リ反射 セ ラレル光

ノ中 一多量 ノ紫外 線 ガ含 マ レテ居 ル事 ガ治療 上

ノ問題 ニナ リ、之 テSkyshine,Cloudshine,

且imlnellicht,Schattenlichtト 葎}セ ラ レ、北側

或 ノ・蔭 ニナツテ居 ル屋 上或 ノ・「バル コニー」ヲ此

光線療 法 一用 ヰテ居 ル療養所 モアル。此青 室光

線療 法Skyshinetherapyノ ・夏期 高温度 ノタメ

ニ日光浴 ノ困難 ナル季節 二天然紫外線療法 トシ

テ行 ヘ バ非常 二適切 デ アル ト思 フ。

又 日光浴 ノ後 デ入浴 テ 入ル トヨイ ト云 フ説 モ ア

ル タメニ日光浴湯 二隣接 シテ浴 室 テ設 ケテ アル

塵 モ アル。

6.人 工光線療法室

圭 トシテ冬期寒 冷 ノタメニ外 二出 ラレナイ時 ト

カ曇 天、 雨天 ノ際 二用 ヰルカ ラ換氣 テ注意 シナ

ケ レバ ナ ラナイ。場所 ノ・何慮 デモ便利 ナ庭 ナ レ

バ ヨイガ、米 國 デハ屋 上 デ 日光浴場 二近接 シテ

ツクツテアル モ ノガ多 イ。掲逸 ノ新式 ノホ ーエ

ンク・と一 ク結 核病 院 デノ・反封 二地下室 二設 ケテ

ア ル 。

其外讐療部三ノ・耳鼻咽喉科、婦人科、歯科、眼

科二封 スル診療室ガ必要デアル。

第十章 慰安室及職業療法室

新式 ノ療養所ニノ・慰安室及職業療法室 ガ設備 シ

テ アノし。

1.慰 安室

一定 ノ慰安
、娯 樂ノ・結核患者 ノ精禰生活上 ノ重

要 ナ糧 デ アル。慰 安室ノ・患者 ノ集合 二便利 ナ位

置 ニツ ク リ、宗教 的集會、 「コ ンサー ト」、映垂

等 二適 なル ヤウニ設 計 スル。慰 安室 ノ設計 二宗

教 的表 現 テ加味 λル ナ ラバ或特 定宗教 二限 ラレ

ナ イヤ ゥニ シナ ヶ レバ ナ ラナ ィ。 公立 療養所 ニ

ノ・各宗 教 ノ患者 ガ入院 シテ居 ル カ ラデアル
。米

國 ガ其最 新式 テ誇 ル ハ ドソン・カ ゥ ンチー 結核

病院 内 ノ禮拝 堂 ハ新教、蕎教共通 ノ「デザ ィ./」

ガ施 シテ アル。

慰 安室 ノ大 キサ ニ就 イテノ・米國 ノ結核協會 デハ

患 者 ノ全部拉 ビニ療養 所員 ノ牛藪 ガー時 二出 ラ

レル設備 テ必要 トスル ト云 ツテ居ル ガ、 東京市

療養 所 デノ・重症患者 ガ 多 イタメ山 牧容 人員 ノ

1/1;、所 員撒 ノ1/4ノ 席 テ準備 ス レバ足 リル。

2.「 ラヂオ」ノ問題

「ラヂオ」ノ普及 ノ・慢 性 ノ永 イ経過 テ辿 ル病人 ノ

生活 二大 ナル慰 安 テ與 ヘ ルヤウーナ ツタ.然 シ

大病室 二於 テ「ラウ ドスピー カー」ニ ヨツテ病人

a-一 齊 二i穂カ ス ト云 フ事 ノ・飴程 考慮 ス可 キ問題

デ アル。 之ハ1聴キ タクナ ィ「ラヂ オ」ガ耳 一入 ル

ト云 フ事ハ安静 テ欲求 スル病人 貞 トツテー 大苦

痛 デ アルカ ラデ アル。 故 二欧米 ノ結 核療養所 デ

ノ・病室 デハ決 シテ「ラウ ドλビー カー」テ用 ヰナ

イ。各病躰 二(「ベ ランダ」二於 テ ス ラ)播 込 開閉

器consentplugガ ツ ケテ アツテ患者 ハ之 カ ラ

「レ シー バ ー」ニ ョッテ他 人 二何等 ノ障碍 テ與

ヘ ナ イデ蕪 ク事 ガ出來 ルヤ ウーナツテ居 ル.猫

「レシーバー」テ用 ヰ テ 居 ル ト病 人同志 ガ「ベ ラ

ンダ」等 デ不 必要 ナ事 テ 話 シ合 ノ・ナ イ利鮎 モ ア

ルo
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3.職 業 療法 室

一般療養所 二於 テ行 フ職 業療 法 ハ恢復期患者 二

封 シテ職業復蹄 ノ基礎 テツ クル ト云 フ意味 モア

ル ガ、其主要 目的 トスル腿 ハ軍調 ナル療 養所生

活 ニ ヨル精紳 的室虚 テ充 スタメ ト、生産 ヲ件 フ

適當 ナ蓮動 ガ心身 二齎 ス好 影響 拉 二自分 ガ霰疾

者 デ ナ イ ト云 フ自信 ラ與 ヘ ルタメデ アル、生産

ソ ノモ ノガ目的 デナ ィ故 二 大規摸 ノ必要 ハナ

イ。

英國 ノキ ングヂ.一 ヂ五世療養所KingGeo-

rgeVSanatoriumデ ノ・1職業療 法室 ガ ニ棟 ア

リ、一 ツノ、木工、 一 ツノ、鞍 細工 ノタメニ使用 セ

ラ レテ居 ル。

ロ ン ドン郊 外 ノノ、イウ ッ ド病 院Highwood

且ospitalハ 小 見肺結核 病院 デ アル ガ職 業療 法

室 ハ慰安 室 二近接 シ木工、 陶器等 ヲツ 〃ツテ居

ル、又恢 復 シタ小見 ノツ クツタ「バ ラ.ソ〃」モ ア

ノレo

ニウ ヨー ク ノ近 クニ 在 ルバ レー ビュー療 養所

ValleyViewSanatoriumノ 同 室 ノ・地 階 一 ツク

ラレテ アル。然 シ此場合 ニノ・探 光通風 ラ設計 上

絵程 考慮 シナヶ レバナ ラナ ィ。

第十一章 食餌調理室

食餌調理 ノ組織 ノ・病院 ノ大 キサ、病躰撒拉 二病

人 ノ種類 ニヨツテ異ル。

500躰 以 上 テ有 スル病院 デノ・中央 料理室 二於 デ

基礎 食餌 ヲ ツク リ、 之 テ 各病棟料理室Stati-

onskttche二 於 テ各病人食 二適合 スルヤ ウニ調

理 スル組織 ガ ヨ イ トセ ラ レテ居 ル、之 ノ・病棟

料理室 ノ料理人 ガ病人 ト絶 エズ接燭 シテ居 ル タ

メニ自分 ノツクツタ食餌 ガ病人 二満足 テ與 昏ル

カ否 力、或 ノ、如何 ナル影響 テ病人 二及 ボ スカ ト

云 フ事 ガワカツテ、非常 ニ ヨイ、然 シ此組織 デ

ノ・各病棟 二小 サイナガ ラ整備 シタ料理室 テツク

ル タメニ相 常 ノ設備 費 ガカ ・ル事 ト、料理人 ノ

数 モ多 クナル ト云 フ鋏 黙 ガ アル、故 二料理 ノ種

類 ガ大禮 二於 テー定 シテ居 ル結核療養所 デノ・中

央 料理 室 ノー部 二特殊食餌調理室 ラ設 ケ病棟料

理室 ハ加熱 、保 温、食餌 ノ分配 ト多少 ノ料理 ガ

出來 ル程 度 二設備 シテモ ヨイ、但 シ此場合 ニハ

料理人 ガ病人 ト接 鯛 シナ イカラ料理圭任 ハ出來

ルダ ケ病 室 テ訪 レテ料理 ノ結果 テ観察 シナケ レ

バ ナ ラナ ィ。

中央調理 所ノ・熱 料理室Koch-od.WarmekUche

冷 料 理 室KalteKifehe、 及 洗條 室Sp廿lkUche

二別 チ之 テ熱 料理室 ラ中央 ニ シテー列 二配 置

シ、各室 トモ ニ通 風探 光 テ十分 二 入ル、 此外 二

特 殊食餌料 理室K廿chefhrSonderkostformen

テ設 ケル。

料理用竈 ノ・各面 ヨ リ使 用 スル タメニ室 ノ中央部

二置 ク可 ベ デ小 二過 ギテモ不便 デ アル シ、叉大

キ過 ギ テモ熱 ノ利用卒 ガ悪 イ、冷熱 雨水道 ノ・直

接 二竈 二使 用 セ ラ レル ヤウニ λル。

重湯煎Wasserbadノ ・出來上 ツタ食餌 テ保温 ス

ル タメニ必要 デ アル。熱 ヤ蒸氣 テ畿散 去ル塵 ノ

上 ニノ・之 テ「カバー」スル排氣管 テツケル。

料理 毫 ハ瀬戸、煉 瓦、或 ハ大理石 テ張 ツタモ ノ

ガ適 當 デ アル。粉 テ煉 ツ タリ、丸 メタ リ人ル ー

ヨイ シ又清潔 ニ シ易 イ。

蒸氣釜 ハニ重壁及二重底 ノモ ノテ用ヰル。冷料

理 室ノ・熱 料理室 二比 シテ絵程狭 ク シテ十分 デァ

ル。 此 中一ノ・作業机、分 配用机 ノ外 二冷蔵庫 及

「バ ン」貯藏庫 テ置 ク。

洗條室、一匠劃或 ハニ囁劃 ニ セ・し野菜 洗條槽及

ビ三庭劃 ノ大洗}條槽 テ設備 ス。食器 ラ置 ク戸棚

ノ・洗縢室 内 二置 ク方 ガ便利 デァル。

各室 ニハ水道 ロテ 備 ヘ タ 水槽 及 ビ自働秤 テ置

ク。

食餌運搬器 ノ・厚 イ木箱 ノ 中 テ4--5二 偏 分 シ此

中二瀬 戸引 キ ノ或 ノ・瀬 戸物 ノ皿 テ入 レタモ ノガ

便利 デ アル。

イ白ホ木奏1～夕玉≠～2とル スオし望二ーノ・⊥Karlahorst二 在 ノレ

聖 ア ン トニ ウ"・s病院St.AntoniusKrankenh一
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聖 アソ上三 身Zl病院二於ケル熱料理室

aUSハ 無 盤食餌療 法 デ 有 名 ナヘルマ ンλ ドル

フ ・ル教授Prof.Herrmannsdorferガ 院 長 デ

食餌療法 ラ標膀 シテ居ル グ クアツテ其料理室 ハ

中々立派 デアヅテ大 料理室(熱 料理室)、 特殊食

料理室、冷料理 室及 ビ洗條室 ヨ リナ ツテ居 ル。

食 品貯 藏室

掲 逸、 スゥヰス等 ノ療養 所 デ・・大 キ ナ食品貯 藏

室 テ有 シテ居 ルモ ノガ多 イ。食 品 ノ種類 ニ ヨツ.

テ貯藏 室 ノ温度 ガ異 ツテ居 ル。野菜 ノ貯藏 ニハ

特別 二温度 テ下 グナ ィデ新鮮 ナ室氣 ノ流通 ラ ヨ

クシテ アル庭 ガ多 イ、 スウ 牛ス ノチュー リ。ヒ治

療所 ノ馬鈴 薯貯 藏所 ハ上 カ ラ新 シイ馬鈴薯 テ入

レテ下 ヵ ラ古 イノヲ出 スヤ ウーナツテ居 ル ノモ

面 白 イ。

第十二章 看護婦寄宿舎

新 式 ノ療 養所 デ看護婦寄宿舎 ガ病棟 ト同 ジ建築

物 内二在 ルモ ノガアル。掲逸 ノブ ランデ ンブル

グ結 核病院DasBrandenburgischeTuberku-

losekrankenhausデ ノ・第4階 ガ寄宿舎 ニナツテ

居 ル ガ、出 入ハ特別 ノ階段 昇降機 ニ ヨツテ病 室

匿 域 内 子通 ラナイヤウーナツテ居 ル。

叉米國 ノノ・ドソン結核病院HudsonCounty

Tuberculosis且ospitalデ ノ・第2地 階 ガ看護婦

寄 宿舎 ニ アテ ラレテヰル。是等 ノ病院 デ・・巧 ミ

ナル建 築法 ニ ヨリ病 人 卜同一建築物 中二在 ツテ

モ全 ク職場 ト隔離 セ ラレタ氣 分 ニナルヤ ウニ出

來 テ居 ル、然 シー般 的 二云ヘ バ病棟 ト別 ニナ ツ

テ居 テー定距離 テ隔 テ ・病棟 ノ匿域外 二置 イタ

ケガヨ イ。此慮 デ看護婦 ハ勤務 ヨ リ全 ク解放 セ

ラ レタ氣 分 ニナ リ、其疲勢 カ ラ容 易二恢復 シ得

ラ レル カラデアル。 叉看護 婦 ノ種 々ナル娯樂 ガ

患者 ノ妨 害ニ ナ ラナィタメー、又其出 入 ノ際病

棟 附近 テ通過 シナィタメニ療養 所 ノ門 ノ近 クー

置 クケガ便利 デアル。

寄宿 舎設計 ノ圭眼 ト入ル トコロノ、家庭 的氣分 テ

醸 スヤウニ スル事 デ アル。相當 ノ廣 サ テ有 スル

談 話室 ノ外 慮接室 ガ必要 デ アル。慮接室 ハ大 キ

ナー一一室 テツ クル ヨリ、 ニ ツノ小慮接 室 テツ クツ

プラソデンプルグ結核病院二於ケル

看護嬬寄宿舎廊下

(天井 ヲ教會型ニ シテ屋根裏ノ感 ジヲナクス)

タ方 が ヨィ。其他 二食 堂、 料理 室、 洗濯場等 ガ
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必要 デ アル。

看護嬬 ノ居室 ノ大 キサノ・掲逸 デノ・個人 室ハ16

--20ZF方 「メー ター」
、共 同室 デノ・一躰 二就 テ8

--10-F方 「メー ター」トセ ラ レテ居 ル
。

私=が見 タ欧米 ノ結核療養 所 ノ中デ看護婦寄 宿舎'

ト シテ最 モ設 備 ノヨイ ト思 ツタ ノノ、米國 ノハ ド

ソ ン結核病院 且udsonCountyTubOrculosis

Hospitalデ 婦 長 ノ・撒 室 テ有 シテ 居 ル ガ、 普 通

ノ看護婦 デス ラ1人1室 デ2人 ニー ツ宛 ノ浴室

テ有 シテ居 ル。

第十三章 暖房設備

経濟 的關係 子詳細 二調査 シタ上 二設計 シナケ レ

バ ナ ラナ イ。最近 ノ研究 ニ ヨツテ、 コ レマデー

般 二用 ヒラ レテ居 タ高歴蒸氣暖房装 置ノ・高厘i熱

水暖房装 置 二置 キ換 ヘ ラ レル ヤウニナ ツタ。猫

熱 「エネ ルギー」ノ損失 テ少 ク・なル タメニ閉塞式

循 墳系統 ドヘル。 掲逸 二於 テモ ホーエ}ク ル グ

結核病院 且ohenkrugTuberkuloseKrankenh。

aus、 ベ ー リ"2ーツ治療所Beelitz-Heilst乞tte等 新

式 ノ病院 二於 テ ノ ミ探 用 シテ居 ル。 然 シ本邦 二

於 テ今後 ツ クラ レン トスル散在式木 造療養所 二

於 テ此 方法 ガ適 スル ヤ否 ヤハ再吟 味 ノ必要 ガア

ノレo

第十四章 研究室

生理、化學、病 理、血清、細菌 ノ各室及 ビ動力

室、天秤 室、培 養室、培養基製造 室、動物解剖

室等 テ 具備 シナ ケ レバナ ラナ イ。 研 究室 ニノ・

「ガ ス」、電氣 、動 力、蒸氣 ラ供給 スル。

研 究室 ニノ・火災 ノ原 因 トナル可 キモ ノガ多 イカ

ラ夜間當直 室 テ設 クル必要 ガ アル。

以上 ノ外、 中央浦毒室、水 道、下水、氣錐 室等

ノ設置 ノ必要 アル事 ハ謂 フマデモナ イ。

附 アメリカ療養所協會ノ結核療養所評贋方式

アメ リカ療養所協會AmericanSanatorium

Association及 ビ アメ リカ結核協會National

TubeacuiosisAssociationデ ノ、結核療 養所 テ評

償 スル標準 トシテ次 ノ112項 目 テ基 ゲテ居 ル。

1.位 置

1.療 養所 ノ・交通 ガ便利 デナ クテハナ ラナ ィ

(之 ノ・相當重症 ナル患者 テ牧容 スル 療養所 二封

シテ ノ ミデアル)。

2.療 養 所 ノ・沼澤 地、喧騒 ナル工場、或 ヒノ・

悪臭及 多量 ノ塵埃 テ生 ズ ル場所 ヨリ遠 ザカ ツテ

居 ナ ケ レバナ ラナ イ。

2.造 影 物

3.建 築 ノ・耐火性 デナ クテノ・ナ ラナィ(萬 一

ノ時 二生命 ノ危瞼 ガ アッテノ・ナ ラナィ)。

4.重 症 患者 ノ保護 二關 ・・ル特別 ノ注意。

5.十 分 ナル外 出 口及 ビ火 災逃避 設備 。

6.十 分 ナル防火設備 即 チ「ホー ス」、消火栓 。

清火器等 子適 當 二配 置 スル事。

7.重 症患者用病躰、(a)早 期 患者 二封 スル

療養所 ナ レバ少 ク トモ20%、(b)輕 重 症 混合 ノ

療養所 ナ レバ少 ク トモ50%ヲ 要 スル。

8.十 分 ナル水量及、飲 料 トシテ適 當 ナル水

質。

9.給 水及水歴 ノ・防火用及 ピ浄化 用 トシテ十

分 デ アル事。

10.下 水 ノ・公共 下水管 二接緬 スル カ或 ヒノ・適

當 ナル私設 下水道設備 テツ クラナケ レバナ ラナ

イ。

次 ノ事 項 二就 テ十分 ナル設備 テ必要 トスル。

11.(a)電 燈 。
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12.(b♪ 熱 っ

13.(c)動 力。

14.(d)湯 。

次 ノ事項 二關 シテ適 當 ナル且十分 ナル衛生的設

備 テ必要 トスル.

15.(a)洗 面 所。

16.(b)便 所 。

17.(c)浴 場 。 ・

18.轟 類 二封 スル防禦。

19.各 患 者 二封 シテ少 ク トモ800立 方択 ノ龍

積。

20.病 躰 ノ間隔 ノ・4択 以上。

21.最 小 抹面積 ノ・一一1休二付 キ70ZF〃 吠 .。

22.換 氣 及大氣療 法 二封9なル適當 ナル設備。

23.過 量 ノ日光及 悪天候 二封 ・ヘル防禦設備。

24.重 症 患者 ノ附属 室 ・・便利 ナ 場所 一 置 ク

事。

25.必 要 ナル位置 二料理室 テ設 クル事。

26.適 當 ナル撒 ノ隔離 室。

27.更 衣 室 ノ暖房装 置。

28.患 者 ノ所有物 テ保管 ・.ル設備。

29.料 理 室 ハ設備 ヨ ク、 十分 ナル廣 サテ必要

トス。

30.食 堂 モ ヨク設備 セラ レ十分 ナル廣 サヲ要

へ0

31.食 器 類 テ熱湯 デ洗 フ設備。

32.十 分 ナル廣 ・←ノ食 品貯藏所。

33.中 央 調 理室 二便利 ナル氷 室。

食品 ノ貯藏 、料 理、及痩棄 二用 ヒル場所 ハ

34.(a)蝿 テ防 グ網 。

35.(b)害 轟 ノ防禦。

36.洗 濯 設備。

37.家 具 及其供給 ノ・適當 ニ シテ十分 ナル事。

38.管 理 上必要 ナル場所 及器具 ノ、適當 ニ シテ

十分 ナル事。

39.馨 療 上必要 ナル場所 及器具 ノ・適當 ニ シテ

十分 ナル事。

40.適 當 ナル集 會室及慰 安室。

醤師、看護婦及他 ノ職 員 ノ住居 ハ

ら

41.(a)十 分 ナル廣 サ、

42.(b)住 心 地 ヨキ事 。

43.(c)便 利 ナル事。

若 シ小見或 ヒノ・肺結核以外 ノ患者 ヲ牧容 スル場

合 ニハ

44.(a)適 當 ナル匿域。

45.(b)隔 難 シ得 ル事。

46.(c)是 等 ノ病症 二封 入ル設備。

3.事 務管 理

47.土 地 、建 築物 及家具 ガ見苦 シカ ラザル ヤ

ウ維持 セ ラレル事。

48.一 般 ノ秩序及 清潔 ノ保持。

49.暖 房 及 換氣 。 .

50.蝿 及 害鎧 ノ駆除。

51.正 式 ノ防火訓練。

52.患 者 二適 シナイ療 養所 ノ仕事 テサ セル タ

メ十分 ナル撒 ノ雇人 テ置 ク。

食餌 ノ・

53.(a)1一 分 ナル量。

54.(b>良 質 。

55.(c)憂 化 二富 ム事。

56.(d)巧 ミナ ・レ料理。

57・(e)暖 イ食餌 ノ・暖 ク供給 スル事。

58.特 殊 食餌供給 ノ設 備。

59.傳 染 ノ危瞼 アル者 二 ・・食 品取扱 ヒテ禁

ズ。

60.出 納 計算 ノ記 録。

61.管 理 上必要 ナル患者 二關 ヘル記鍛

62.一 定 期 間 ノ管 理上 ノ記録 ・・綴 込 ミ トシテ

保存 ス。

63.一 一定期 間 ノ馨療 上 ノ記録 ・・綴 込 く トシテ

保 存 人。

4.屠 療管理

64・ 馨 長 ハ優 秀 ナ ル世間 デ認 メ ラ しタル醤師

ナル事。

65.常 二適切 ナ ル瞥療 サ迅速 ニナ シ得 ル事、

66・6)人 ノ患者 二 就 キ1ノ ＼ノ馨師 」}住ll}セ

シ ム0

67・ 外 科顧 問 將 テ必要 ナル場合 二直 チニ招聰
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シ得 ル事。

68・ 適當 ナル歯科治療 テナシ得ル事。

69.若 シ整形外科或 ヒバ喉頭結核等、肺以外

ノ患者 ラ牧容 スル場合 ニハ專門署指導 ノ下二治

療 テナス事。

5.看 護二關スル管理

70.看 護婦長バー般病院或 ヒノ・結核病院 ノ看

護婦養成所 ラ卒業 セル者 タル事。

71.病 室附看護婦 ノ10%ノ ・正規 ノ教育 ラ受

ケタル者 タル事。

72.病 室附看護婦ノ・少 クトモ7人 ノ臥林患者

二封 シテ1人 ノ割合 ナル事。

73。 輕症患者二封 スル 看護婦ノ・13人 二就キ

1人 以上ナル事。

6.署 學的設備

74.診 療上必要 ナル設備。

或療養所二於 テノ・特殊的診療 ノ全部或ノ・一部

テ他 二委囑 シテ居ル塵 モアルガ、凡テノ療養

所ノ・少 クトモ血液検査、尿検査及 ビ人工氣胸

ラナス設備ガ必要 デアル。

故 二療養所二於テノ・次 ノ設備 ヲ要 ス。

75.

76.

77.

78.

(a)血 液検査。

(b)尿 検査。

(c)人 工氣胸。

7.留 療及看護

患者 ノ入院後48時 間以内二詳細 ナル診

察 ラナ シ病歴 ラ完成 スル事。.

79・ 入 院時 ニノ・胸部 ノ ミナ ラズ全 身 テ診察 ス

ル事(急 性疾 患 ノ完全 ナル 治療 ノ・療養所 二於 テ

困難 デアルカ ラデアル)。

80・ 馨 師ノ・臥躰患者 二封 シ テ1日1回 診察

(Visit)ス ル事。

81.輕 症 患者 二封 シテノ・馨師或 ヒバ責任 アル

看護 婦 ガ1日1回 見廻 ル事(See)。

82.重 症 患者 ノ・入院後 直 チニ醤師 ノ診察 テ受

ケ シムル事。

83.経 過 良好 ナル患者 二封 シテノ・少 ク トモ2

ケ 月 一1同 詳細 ナ ル 診察(Examination)ラ ナ

シ、経過不 良 ナル場合 ニノ・2週 間=1同 ナ ス。

84.禮 温 及脈搏歎 ノ・最初 ノ1週 間 ノ・1日 二2

回 測定 スル事。

85.臥 抹 患者 二封 スル検温、検脈 ・・1日 二、

2同 ナ ス事。

86.1週 間後 ノ検 温、検脈 ハ1ケ 月間 二少 ク

トモ3日 間織綾 シテナ ス事。

87.患 者 ノ膿重測 定 ノ、1週1同 トス。

88.治 療 ノ・凡 テ轡 師 ノ命令 ニ ヨ リテナ ス。

(治療 中 ニノ・身禮 ノ運動 ノ調 節 テモ含 ム)。

89.身 禮 ノ状態 ニ ヨ リテノ・歩行 テ 許 サ レナ

イ。

(適當 ナル食餌 、 ソ ノ運搬 及看護 等 ハ 絶封 的

二身禮 ノ歌態 二適 慮 シナ ケレバナ ラナ ィ)。

『欠ノ言已金象ラツ クル事。

90.

91.

92.

93.

94.

95.

96.

97.

(a)入 院 時病歴。

(b)肚 會 的還境 ノ歌態。

(c)病 歴 。

(d)診 察 記 録。

(e)治 療 及経 過。

(f)退 院 時状態 。

(9)入 院 時蚊 二退院 時 二於 ケル病期。

臥躰患者 二封 シテノ・絶 エズ周到 ナル看護

テナ シ、慰 籍及清潔 二關 シテノ・十分 ナル注意 ラ

彿 ノ、ナケ レバナ ラナイ。

98.合 併 症及 非結 核性疾患 二封 シテモ適當 ナ

ル注意 テナス事。

99.若 シ小見 テ牧 容 スル場合 ニノ、傳染 二封 ス

ル特別 ナル注 意 テ必要 トスル。

100.患 者 ノ適 當 ナル訓 練。

101.喀 疾 及 ソ ノ他傳染 ノ危瞼 アル モ ノ ・虎 置

ノ・特別 ナル注 意 テ要 ス。

102.肚 會 的意 味 二於 ケル患者 ノ救護 。

103.慰 安 的設備。

104.宗 教 上 ノ欲求 ヲ満 足 セ シムル コ ト。

105.教 育 指導上 ノ設備。

106.繊 綾 シテナサ レタル仕事 ノ償値 テ認 メ得

ル事。

8.「 レン トゲ ン」

107.「 レ ン トゲ ン」検査 ノ、入院時 ニナ ス事。
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108・ 「レン トゲ ン」検査 ノ・必要 ア レバ反覆 スル

事。

9.検 査室

109・ 喀 疾 ノ・入院時 二検査 スル事。

110・ 退院 時 ニモ 喀疾 テ検査 スル事(結 核菌陰

性 ナル場合 ニハ3枚 ノ標本 テ検査 セル必要 ガア

ル ノ0

111.尿 ノ検査ノ・入院時 ソノ後 ノ・必要 二慮 ジテ

ナ ス事。

112.微 毒 ノ血 清學 的検査。

調査 セ ントスル療養所 ガ以上 ノ各 項 二於 テ要求

セ ラレタル設備拉 二機能 テ如何 ナル程 度 二有 入

ルカテA・B・Cニ ヨツテ表 ス。

A.要 求 二完全 二適合 セル場合 。

B.要 求 二部分 的 二適 合 セル場合 。

C.要 求 二適合 セザル場合。




